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関心 ・意欲 ・態度を育てる指導と評価の在 り方

一 人や物 への 「関心」を広げ,高 める授業の工夫一

1主 題設定 の理 由

新学習指導要領 において,自 ら学ぶ意欲 と社会の変化に主体的に対応で きる能 力の育成を

目指 した新 しい学 力観 評価観 が示 された。その中で は,特 に,「 関心 ・意欲 ・態度」の観

点が重視 され,内 発的な学 習意欲や主体的に思考,判 断 表現す る力を高める指導及びその

評価方法の研究が重要な研究課題 とな ってい る。'

私たち心身障害教育部会教育課題分科会では,こ の新 しい学 力観,評 価観 について討議を

深めた。そ して,児 童 ・生徒が卒業後,積 極的に社会参加 し,社 会 自立で きるようにす るた

めに は,学 校教育の中で,特 に,一 人一人の心身の障害の状態や特性に応 じた 「内発的な学

習意欲」を育て ることが重要 であ ると共通理解 した。

また,そ の原動 力となる,人 や物への興味 ・関心が,ど の様な発達段階をたどるのかを分

析 し,「 関心 ・意欲 ・態度」を育てるための指導の重点や具体的な指導方法,教 材 ・教具の

工夫,評 価の観点等 を,授 業研究を通 して検証 してい く必要があると考えた。

n研 究の経過 と主な内容

月

月

只
り

ρ
0

月

月

7
」

8

9月

研究主題の検討及び共通理解

第1回 研究授業指導案の検討及び

先行文献の研究

研究授業及び研究協議

関心 ・意欲 ・態度についての概念

規定,児 童 ・生徒の実態分析及び

関心 ・意欲 ・態度の発達段階の仮

説立案

各自の研究授業案の検討

10月

11月

12月

月

月

1

9
白

研究授業及び研究協議

報告書プロットの検討,報 告書原

稿の作成

研究授業及び研究協議,研 究のま

とめ,報 告書原稿の作成

研究発表内容及び方法についての

検討

研究発表の準備,資 料の作成

研究発表会
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皿 研究 の内容

本分科会では,ま ず,先 行文献の研究や指導 している児童 ・生徒の実態分析等か ら,「関

心」 ・「意欲」 ・ 「態度」の関係にっ いて,「 関心」が土台 とな り,1意 欲」が育ち,「 社会自

立で きる力」を身に付けた 「態度」を養 うことがで きるということを共通理解 した。

そ して,「 関心」 と 「意欲」は,乳 ・幼児期にみ られるような本能的な欲求が,外 発的動

機付 けによ って発達 し,内発的な意欲に変化す ることが分か った。そ して,「 意欲」には 「選

択力 ・持続力 ・努 力」の3っ の要素があ り,人 や物への 「関心 」を高めることが 「意欲」と

しての「選択力 ・持続 力 ・努 力」を育て,更 に 「態度 」と しての 「自主性 ・主体性 ・積極性」

を育てるとい うことが分か った。

次に,実 際の児童 ・生徒の 「関心 」 ・ 「意欲」 ・ 「態度 」の発達段階を知 るために,各 校

よ り30事 例を持 ち寄 り,そ れぞれが どの段階であ るか整理 した。 その結 果,「 関心」の段階

に留ま っている事例が最 も多か った。そ して,な かなか関心が広 が らなか った り,関 心を もっ

て も意欲にっなが らない,と いった 「関心」を高める指導が難 しい実態が多 く報告 された。

そ こで,心 身障害教育 においては 「関心」をいかに広げ,そ して高めてい くかが,指 導の重

点 となると考え,研 究 を進めてい くことに した。

「関心」を高めることが難 しいという実態にっいて,更 に細か く分析 して いくと,失 敗体

験,経 験不足,障 害の特質,情 緒的な不安感 などが大 きく影響 していることが分か った。 こ

れ らの影響は,大 き く 「自信のなさ」 と 「こだわ り」 とな って現れ,「 関心 ・意 欲 ・態度 」

の育成を阻む要因 となると考えた。

以上の ことか ら,「 関心 」を広げ,そ して高める指導を行 うときには,児 童 ・生徒の実態

に応 じて 「自信を もたせ ること」と 「こだわりを減 らしてい くこと」の2点 が,特 に,重 要

な視点であ ると共通理解 した。 そ して,「 自信を もたせ ること」で 「関心」を高 めて いくた

めには,成 功体験をさせ ることが有効であると考え,次 のよ うな指導仮説1を 導 き出 した。

P成功体験 を通 し,自 信をもつことによって

意欲につながる積極的な関心 を高める ことができる。』

また,「 こだわ りを減 らしてい くこと」によ って関心 を広げてい くためには,児 童 ・生徒

の興味のあることを取 り入れなが ら,徐 々に教材 ・教具を工夫 して いくことが有効ではない

かと考え,次 のよ うな指導仮説2を 導 き出 した。

一3一



一 一 一畿瓢 議 蕪劃

そ して,こ の2っ の指導仮説を,授 業を通 して検証 してい くことにした。

以上のような本分科会の研究内容を図式化すると次のよ うになる。

閲 己・・意欲 ・態度の発達と研究仮説 との関連図
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授業を行 う際には,児 童 ・生徒の実態を的確に押 さえるとと もに,評 価の観点を明確にす

るたあの 「個別指導計画」を作成 し,活 用 した。

関心の高ま り,広 が りに対す る評価にっいては,そ れぞれの活動場面において児童 ・生徒

の表情,言 葉,動 作を正確に記録 し,評 価を してい くことに した。その時の評価の観点 と し

て,先 行文献の研究か ら次の4点 に着 目した。

・活動 に集中 した場面や様子が見 られたか。

・活動 によ り,自 信や成就感を もった様子が見 られたか。

・活動 に主体的に取 り組む動作や発言が見 られたか。

・活動の 目標を 自分で決めることがで きたか。

指導仮説1に ついては7事 例,指 導仮説2に ついて3事 例を通 して,仮 説の検証を行 った。

以下,代 表事例の指導案 と,そ の他 の事例の個別指導計画の要点を まとめた。
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1指 導仮説1に 基づ く指導案

A中 学校 精神薄弱学級

(D対 象生徒3年 男子

(2}指 導仮説

生徒数6名 指導者3名

脳性 巨人症 ・精神発達遅滞

一斉指導

　　 へ へ へ へ 　 　り　 　 コ 　　 へ

区 塑 一 ことz,t,く一 塑 一 墾 」

(3)指 導仮説の設定理由

対象生徒は1た くましさをそ ぐ要因 」の 「自信の なさ」が強 く,自 分か ら発表 したり行

動 した りすることの少ない生徒である。特に,初 めての ことや手作業に取 り組む時には,

とて も緊張 して しまう。 この生徒に対 しては,は じめに簡単な課題を設定 し,い い作品が

で きたとい う実感を もたせることで,次 に設定す る苦手な課題に も取 り組み,選 択力 ・持

続力 ・努力などの意欲を育てることができると考えた。

(4)授 業案

① 単 元名 染色 「板 じめ しぼ り」

② 単元のね らいと設定理由

これまで本学級で は作業学習 として,藍 の生葉染め ・ろ うけっ染 ・しぼ り染などを行 っ

て きた。染色は色の変化 ・鮮 やか さ ・しぼ りを解いた時の模様の意外性なとか ら生徒の心

を引 きつけ,関 心を もたせ ることので きる教材であ る。

この 「板 じめ しぼ り」は,作 業その もの は比較的簡単であり,手 作業が苦手で自信のな

い生徒で も,初 めに成功体験 を得 ることがで きると考えた。更に,自 分で和紙を折 った り,

折 り方や染め方を工夫するといった,難 しい課題 も設定することがで きるので,こ の単元

を取 り上げた。

③ 単元の指導計画

「

指

一

導 内 容

匿
紙の しぼ り染めを体験す る。(本 時)

分で工夫 しなが ら,で きるだけた くさん染め る。

めた和紙で作品を作 る(コ ー スター ・お盆)

時間数

1

1

2
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(5)関 心に焦点を当てた個別指導計画

生徒の実態 指導のね らい 生徒の活動 教師の援助

・手作業や初めての ・段階を追 って作業 ・用意 された材料 を ・確実に作品がで き,苦

ことを苦手 と して い をす るこ とで,失 敗 使 って,説 明 を 聞 き 手意識をもたないで済む

る。 しないでで きそ うだ なが ら和紙を染める。よ うに,手 順 を区切 って

・自分か ら取 り組む という気持ちを もた ゆ っ くり説 明 し,で きて

前に,す ぐ教師の援 せ る。 いるか どうか確認 しなが

助 を求 め た り,待 っ ・完成品を見せず に ら進 あ る。

ていた りする傾向が 制作 させ る ことで,

強 い。 期待感を もたせ る。

・みんなの前で発言 ・きれいな作品がで ・み ん なの 前で ,染 ・生徒が成功 したと実感

や発表をす る時,自 きたとい う実感を も めた和紙 を広げる。 で きる よ うに,「 きれ いだ

分か ら進んで行 うこ たせ る。 ・作品ので き具合を な」 と思えるところを探

とは少 な い。 ・作品を認めて もら 評価す る。 して ほめ る。

うことで自信や成功 ・補助指導者に もよい と

体験 を得 させ る。 ころ を言 って もら う。

・自分 で 使 っ た り ,
・染めた和紙を使 っ ・作品作 りに意欲を もた

プ レゼ ン トで きる作 て作 る作 品(コ ー ス せ るた め に,カ ップを用

品がで きることを示 ター ・お盆)を 見 る。 いて お盆 と コー ス ター を

して,さ らに意欲 を ウエ イターが使 う場面を

高 め る。 演 じて提示す る。

・人の意見を気に し ・コ ー ス タ ー を 作 る ・コ ー ス タ ー を い く ・家族や親学級の担任の

て,迷 って しま う こ 数の 目標を,自 分で つ作 るか 自分で決 め 先生等の名前をあげさせ

とが あ る。 決 め させ る。 る 。 目標を決めやす くする。

・プ リン トな どを折 ・苦手な作業(自 分 ・和紙 を自分で折 る。 ・ゆ っ くりと説 明 す る。

る時,四 隅が合わず で紙を折 る)に 取 り ・補助指導者 と協力 し,

苦 手 と して い る。 組 ませ る。 1回 折 る度 に,で きて い

・苦手 な こと も,教 るかどうか確認 しなが ら

師 とのかかわ りによ 進 め る。

って 取 り組 あ る。

・野 球 が大好 きで , ・自分で満足できる ・自分の作 った作品 ・作品 を作 り上げたこと

選手の名前や背番号 作品がで きた という を発表 し,感 想を話 や作品の よいところ,授

を よ く覚 え て い る。 自信を もたせ る。 す 。 業中に頑張 っていたとこ

・次の 時 間に ,も っ ・次の時間にどんな ろを ほ め る。

と染 めた いか,コ ー 作業を してみたいか ・教 師か らも質問す るこ

スターなどの作品作 話 す。 とで,本 人の興味や次の

りを してみたいか考 時間の目標を意識,確 認

え させ,次 の時間に させ る。

も目標 と意欲を もた

せ る。
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環境設定 教具 ・教材 評価の観点 指導の結果と評価

・全 員で ゆ っ くりと

作 品 を作 る。

・彩液 は二人 組で 使

え るよ うに してお く。

畠

・あ らか じめ 折 った

和紙

・6色 の絢 液

赤 ・榿 ・黄

緑 ・青 ・黒

・説明を集中 して見

たり聞 いたりできた

か。

・説明の後,す ぐに

自分か ら作業に取 り

かかれたか。

・説明をよ く聞き,自 分

か ら作業に取 りかかるこ

とがで きた。

・で きたた作品を前

に貼れ るよ うに して

お く。

・各自が作成 した作

品

-

作品発表の時,う れ

しそ うな発言や表情

がみ られたか。

・作 品 を発 表す る順番 を

決 あ る時,腰 を浮 か し,

一 番先 に 発表 しよ うと し

て いた 。

・「作品 は ど うです か?」

の問 いに,「 いい 」と答 え,

満足 した表情 であ った。

・染 め た和紙 を用 い

て作 った コー ス ター

とお 盆

・コー ヒーカ ップ

・教師の演技 を集中 して

見て いた。

・自分 で ,い くつ作

る と 目標 を立 て る こ

とが で きた か。

・1番 に手 を あげ ,前 の

黒板 に100と 書 い た。作 品

作 りに 自信 と意 欲 が もて

た よ うだ。

・折 って いな い和 紙 ・説明を集中 して見

たり聞いた りで き,

紙を 自分で折 って作

れたか。

・教師の援助を求め

たか。

・全体指導の中で取 りか

かれ最後 まで自分で折 っ

てみよ うとい う様子がみ

られた。

・うまく折れなか った時

には教師の援助を求あた。

・全員が発表者 を見

ることができるよ う

に,作 業を終わ らせ,

落ちっかせ る。

・自分の作品 ・発表の時に,自 信

や成就感を もった様

子が見 られたか。

・次 にどんなことを

や ってみたいと答え

たか。

・一 番 に挙手 し,前 に 出

て 発表 した。

・2作 目につ いて ,「ジャ

イア ンツの色 」 と コ メ ン

トし,自 分の作 品 を気 に

入 った よ うな 表情 で あ っ

た。

・次 の 時 間 は コー スター

を作 りた い と意 思 表示 を

した。
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2指 導仮説1に 基づ く個別指導計画の要点

児童 ・生徒 小学校3年 小学校4年

障害の状態の概要 構音障害(力 行,サ 行)
『

コ ミュニケー ション障害

構音障害(イ 列音側音化)

「関心 」にっいての

実態

好 きな遊 びは工夫 して楽 しむ。初

めてす ることに対 して苦手意識が

強い。

自分でできそ うだ と見通 しがっけ

ば,消 極的だが取 り組む ことがで

きる。

指導目標の重点 力行音の発音練習に主体的 に取 り

組む。

教師や友達 と楽 しさを共感す る。

人に意思を伝え られる。

指導仮説 本児の行動を認め ることで,自 分

の行動に 自信を もたせ,苦 手な課

題に取 り組 ませ る。

人に安心感を もった り,楽 しさを

共感する経験 を積むことでコ ミュ

ニケー ション意欲を育て る。

学級名と指導形態 言語障害学級(個 別指導) 言語障害学級(個 別指導)

授業のね らい 発音練習に自主的に取 り組む こと

がで きるようにす る。

ひ らがなの勉強を 自主的に取 り組

む ことがで きるようにす る。

単元 ・題材 構音指導
一養護 ・訓練 「意思の伝達 」

コ ン ピュー タで 遊 ぼ う
一養 護i・訓練 「意思 の 伝達 」

児童 ・生徒の活動 自由遊びをす る。

課題 に取 り組む(文 字,発 音,音

読)

自分か ら勉強す る教室 に移動す る。

自分のや りたいコンピュー タソフ

トに取 り組む。

教師の援助 最初 は,興 味ある遊びを続 けさせ

るために,そ の遊びを一緒 に楽 し

む。

簡単で抵抗のない課題か ら,取 り

組ませ る。

本児が安心で きるよ うにいつ も隣

に座 る。遊びやコンピュータソフ

トを多種用意 してお く。楽 しくお

しゃべ りがで きるよ うに,本 児の

興味があることの話題をた くさん

用意 してお く。

環境設定 ファ ミコンソフ トが設置 されてい

る指導室を使用す る。

じゅ うたん 敷 の プ レイルー ム

ち ょ っとち らか った学 習室

教材 ・教具 楽 しさを共感す るための ファミコ

ンソフ ト。抵抗な く取 り組 めるよ

うにな った書 き取 り用のひ らがな

練習用紙。

ゲ ー ム類,お もち ゃ類,コ ン ピュー

タ ソフ ト(半 分 ぐらい は まだ未経

験の もの)

評価の観点 自分か ら,発 音練習,音 読練習に

取 り組んだか。

1

自分か ら学習室 に移動で きたか。

未経験の ソフ トに自分か ら取 り組

めたか。

指導の結果と評価 指導の後半,自 分か ら発音練習,

音読練習に取 り組む ことができた。

自分か ら学習室に移動で きた。

未経験の ソフ トを選べ,教 師 と一

緒に30分 位楽 しむ ことがで きた。

考 察 本児が特 に興味のあ る遊びを,教

師と一緒 に楽 しむ ことによ って,

教師 に対す る安心感が育ち,苦 手

な発音練 習や音読練習 にも自分か

ら取 り組 む姿勢が見 られ るように

な った。

人に対する安心感を育て,楽 しさ

を共有する場面を通す ことで,簡

単な声掛 けや励 ま しにより,自 分

か ら課題 や学習に取 り組む ことが

で き,自 信が もて るよ うになって

きた。
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一一 一 一 一 曽 「 一 噛層 一 一一.

児童 ・生徒 中学校1年
一 一 一一 一

一 一

中学校1年
一一 一 一一 一一 一 ■一

障害の状態の概要 精神発達遅滞,て んかん 精神 発達遅滞,場 面織黙

「関心 」につ いての

実 態

学習全般に興味が ない。特定の物

にのみ集中,持 続す ることが多い。

自分の意思の表現や二者択一 は苦

手で ある。

指導目標の重点 ひ らがなの読み書 きや,簡 単な計

算 に興味、関心を もっ。

自信 を もち,明 るい表情で行動す

ることができる。

指導仮説

1

買い物や調理 などの実際の体験を

通 して学習することで,読 み書 き

に対す る自信を もたせ る。

人とかかわる楽 しい経験を少 しず

っ増 やす ことで,自 信を もたせ意

欲を育て る。
一 一 一 一 一 一_一 一 一9一

学級名と指導形態
精神薄弱学級(グ ルー プ指導) 精 神薄弱学級(一 斉指導)

授業のね らい 生活の中か ら教科的学習を意欲的

に取 り組 ませ ることで,自 信を も

たせ る。

周 囲 の雰 囲 気 にの り,明 る い表情

で歌 った り して,自 信 をっ ける。

単元 ・題材 「煮込み うどんを作ろう」
一生活単元学習 」螺1

児童 ・生徒の活動 お金の支払 い,計 算,出 納帳への

書 き写 し

身体表現

合唱 コンクールに向けての練習
一

教師の援助 自分で,一 品ずつ確認 を しなが ら,

ひらがなで記入で きるような声掛

けをする。本 児が分か らないとき

には,す ぐ問 い返せ るように,向

かい合 って座 る。

仲間 とかかわ る場面を多 くす る。

ビデオ等で本児の表情の変化を引

き出す。言葉掛 けなどで独唱す る

きっか けを与える。

環境設定

1

教 室,ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト,調 理

室

武道場(身 体表現)

音楽室(合 唱),独 唱す る場面

教材 ・教具 行間隔が大 きく書 きやす い出納帳

難 しい機能のっいていない電卓

B位 のやわ らかい鉛筆

ビデ オ,マ イ ク,カ セ ッ トテ ー プ

歌 詞 を忘 れて もす ぐ見れ るよ うに

歌 詞 カ ー ド

評価の観点 ひ らがな,数 字が正 しく読み書 き

できたか。先生の手を借 りな くて

も学習がで きたと自覚で きたか。

明 るい表情で歌 うことがで きたか。
一 人で独唱できた という自信を も

てたか。

指導の結果と評価 一文 字ず っ確 認 しなが ら,ひ らが

なで 書 けた。r一 人 でで きた 」と発

言 し,意 欲 が み られた 。

仲間の声を聞いてニ ッコリした。
一人で も大 きな声で独唱す ること

がで きた。

考 察 買い物や調理 などの経験を通 して,

文字 や数字を書 いた り,計 算する

ことがで きた。援助 ・励 ましを大

事にす ることで自信を もって,自

分か ら取 り組む ことがで きた。

クラスの明 るい雰囲気の中で,独

唱で きた ことが きっかけとな って,

合唱 コンクールを 目指 して歌を完

全に覚え,人 前で も歌えるように

な った。
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児童 ・生徒 中学校3年 中学校3年

障害の状態の概要 精神発達遅滞,て んかん 精神発達遅滞,情 緒障害

「関心 」についての

実態

発音が不明瞭で,会 話が消極的で

ある。

自信があれば,意 欲的に表現で き

る。

下校後,市 立図書館などに一緒に

行 く友達がい る。交通機関に関心
がある。

指導目標の重点 大 きな声ではっきり話す。 。

仲間とのや り取 りを楽 しむ。

人の顔を見て もじもじした りせず,

大 きな声で対話をする。

指導仮説 役割を果 した り,最 後 までや りと

げ る経験 か ら,た くま しく取 り組

む意欲を育て る。

模擬体験 を成功させることで 自信

を もたせ,は っきりと対話す るこ

とへの関心を高める。

学級名と指導形態 精神薄弱学級(一 斉指導) 精神薄弱学級(一 斉指導)

授業のね らい 応援 リーダー としての役割を果す

ことで 自信をっける。

人の顔を見て 自信を もって話す こ

との意義を理解 し,対 話への関心

を高め る。

単元 ・題材 「連合運動会に向けて」
一生活単元学習

「働 くこと とは」
一学 級活 動

児童 ・生徒の活動 みんなの前で応援練習をす る。他

の生徒との会話を楽 しむ。
人の顔 を見て 自信を もって話す こ

との効用 に気付 く。 きちん と した

対話を行お うとす る。

教師の援助 みんなに応援 リーダーの方を注 目

す るよ う促 し,本 児を励ます。応

援 リーダーの声や動 きでみんなが

大きな声 を出す ことに気付かせ る。

大 きな声や動 きができた時には,

大きな身振 りで誉める。

模擬体験を成功 させ る。悪 い例の

マイナ スイメージを印象付 け,き

ちん とした対話へ関心を向けさせ

る。注意する点や,誉 めることを

中心に して声掛けをす る。

環境設定 体育館
みんなの前に出て応援する場の設

定

教室前方に演技す る舞台を設定す

る。

教師による悪 い例の演技。

教材 ・教具
一 列 に並 んで

,リ ー ダーを 注 目 し

て い る応 援団 。

はっきり悪い例 と分か る模範演技。

きちん と した対話がで きるための

板書や説明。模擬体験を成功させ

る小道具。

評価の観点 意欲を もち,大 きな声ではっきり

応援で きたか。他の生徒 とのや り

取 りを楽 しめた という自覚が もて
たか。

悪い例,良 い例の違いが分か った

か。

意欲的 に演技を行 い,大 きな声で

対話で きたか。

指導の結果と評価 大 きな声で応援で きた。 リーダー

が大 きな声を出す と,他 の生徒の

反応が増す ことに気付 いた。

悪い例,良 い例の達いを言え,大

きな声で対話 もで きた。 「自分 は

きちん とできているか」と日常生

活で教師に尋ねるようにな った。

考 察 応援 によ る他の生徒の反応 が増す

ことで真剣 さがあふれ,張 り合い

を もったよ うであ る。

人の顔を見て はっきりと話す こと
の意義 は理解 した。教師の話を集

中 して聞いて いて,挙 手 はまだ少

ないが,内 容には強い関心 を示 し

ていた。
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3指 導仮説2に 基づ く指導案

B小 学校 精神薄弱学級 児童数11名 指導者3名 一斉指導

(1)対 象生徒5年 男子 精神発達遅滞 ・自閉的傾向

(2)指 導仮説

児童 の興味 ・関心を土台に して,課 題 を設定することで物か ら人への関心を育て られる

13)指 導仮説の設定理 由

本児 は作業を伴 う学習は好 きで,一 人であれば集中 して取 り組むが,友 達 と協力 した り

相手 を意識 して学習に取 り組む ことについて は不十分である。

集団で学習する場 では,対 人関係を抜 きに しての場面 は考え られな いので,作 業学習で

の釘を打 ったり木を切った りする場面で は指導者が相手を意識 させ るような声掛けをする

ことで,友 達 と協力 してやる作業 に集中 させ るとと もに,み んな と学習 しているという気

持ち も高めていきたい。

(4)授 業案

① 単元名 「みんなで遊べ るおか しの家を作 ろう」(校 内展 に向けて)

② 単元のね らいと設定理 由

前単元では,木 工作業学習の基礎的内容 を学習するという意味で 「道具の使 い方」「友

達 と協力 して作 る」「見通 しを もつ」等を中心に,全 員に同 じ物を作 らせた。

本単元では応用 と して 「展覧会に作品を出そ う」 ということで,児 童の興味 ・関心に

即 して 「みんなで遊べ るおか しの家作 り」に取 り組んだ。児童の主体性や関心を高める

ために,「 どん な家に したいか」,「外観 をどうす るか 」,「家の周囲に何を置 きたいか」

等を考え させ た。

このことにより,「 自分たちで考えた家 を作 る」とい う気持 ちを もたせ ることで児童

の関心や制作意欲を高めさせたい。

主に 「友達 と一緒に作業をす ることで,友 達を意識 し,協 力 して学習する気持 ちを育

てる」 ことに重点 を置 きたい。

③ 指導の展開

「個別指導計画」を参照
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(5)関 心 に焦点を当てた個別指導計画

児童の実態

・木を切 る,釘 を打

っ等の動 きのある作

業には関心がある。

・好 きな物には,集

中 して取 り組むが,

物への こだわ りが強

い。

・特定の大人や友達

には関心 を示す。

指導のね らい

・道 具等を見せ,作

業に興味 ・関心を も

たせる。

・実演 を して 見せ ,

作 業 に 見通 しを もた

せ る。

・友達 とペ アを組み

作業を手伝 うことで

相手の動作を意識 さ

せる。

・友達 と・一緒 に作 っ

た物 を後 片 付 け させ

た り,掃 除 を させ た

りす る こ とで,人 を

意 識 させ る手 立て の

一 っ とす る。

・誰 と何を作 ったの

かを言わせ,本 時の

作業内容 の理解や人

を意識 させ る手立て

の一っ とす る。

る 。

児童の活動 教

使う道具を発表し ・作 業 内

り,道 具 を 見 る。 せ るため

作るのか

作業工程を理解す ・作 業 に

0 ために必

二人組ペアのやり を言わせ

を確認する。 せた りす

・友達が作業をす る

時には,板 を押 さえ

てあげ,自 分がす る

時には押 さえて もら

う等,交 替 しなが ら

作業をす る。

.諜1翻
せ るために 「家の どこを

作るのか」を質問する。

・作業に関心 を もたせ る

ために必要な道 具の名前

道具を見

・作業方法の実演を して,

二人組で作ることや交替

して作 ることを知 らせる。

・相 手を意識 させ るたあ

に 「○○君が釘を打っか

ら板が動かないよ うに押

さえて」や 「○○ 君が板

を切るか ら押 さえて」等

の具体的な声掛けをす る。

・友達 と協力 して使

った物 を運んだ り,

ほ うきや塵取 りを使

って掃除をす る。

・相手の児童に本児を誘

うように仕向けたり 「一

緒Lにしよ う」 と本児か ら

誘わせ るように声掛けを

する。

・誰 と何 を作 ったか

言 う。

・本児に作 った物の名前

や一緒 に作 った友達の名

前を言わせる。
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環境設定

・制作中の家の全体

像 を見せる。

・今 日使 う道 具 を 見

せ る。

・ペアで作業をす る

場所を指定す る。

・リーダー指導者や

サブ指導者が適切 に

作業の補助をする位

置にいる。

・集 合 させ て ,順 に

前 に立 って,二 人組

で発 表 させ る。

教具 ・教材

・制作 意 欲を もたせ

るた めの家f)

・作業内容に関心を

もたせ るための道具

(金槌,釘 等)

・各種 道 具類

・板

・ほ う き ,塵 取 り

・作成 した作品

評価の観点 指導の結果と評価

・何を作 るのか分か ・友達の発表 を聞いて

った か 。 いたが,何 か漠然 とし

表情であまり理解でき

いな いよ うだ った。

・作業内容が理解で ・作業に使 う道具の名

きた か。 が言 え た。

・作 成 方法 の実 演 は ,

めの方はよ く見ていた

後はあ まり関心を示さ

か っ た。

・友達が板を切 った ・初 め は ,一'人 で 作 業

り,釘 打 ちを して い して しまい相手を意識

る時に,板 が動かな た様子は見 られなか っ

いように押 さえてい しか し,教 師 が 「○○

るこ とが で きたか。 が釘を打っから板を押

・自分がす る時には えて 」とか,「 ○○ 君が

相 手が補助を して く を切 るか ら押 さえて」

れている ことが分か 声掛 けをすると,相 手

っ た か 。 終わるまで板を押 さえ

・相 手を意識す る言 いた。 さ らに,友 達 の

動が見 られたか。 業の進度に合わせて板

押 さえる強さを変えて

た。 この こ と に よ り,

掛けが,相 手を意識 さ

るために有効な手段で

った と考 え られ る。

・相手 と後片付けが ・声掛 けで一時的だが

で きたか。 友達 と一緒 に片付 けを

た 。

・誰 と何 を作 った の ・作 った物の名前を言

か,言 う ことが で き ことはで きたが,誰 と

たか 。 った か は,言 え なか っ

刀辛

と

声
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4指 導仮説2に 基づ く個別指導計画の要点

児童 ・生徒 小学校2年 小学校4年
一

障害の状態の概要 自閉的傾向,精 神発達遅滞 染色体異常 による精神発達遅滞

構音障害(力 行,サ 行)

「関心 」 につ いて の

実態

表出言語が少な く,視 覚で判断 し

行動す る。行動がパ ターン化す る

傾向があ る。

行動がパ ター ン化 しやす い。人の
はた らきかけを拒否 し,こ だわ り

が強 い。

指導目標の重点 こだわ りでない関心の範囲 を広げ

る。

パ ターン化行動 にこだわ らず,担
当者 と楽 しさを共感する。

指導仮説 分か りやす い視覚判断がで きる教

材を,種 々用意す ることで,関 心

を広 げる。

楽 しさを共感することで人に対す
る安心感 を育て,豊 かなコ ミュニ
ケー ションへの関心 を広げる。

学級名と指導形態 情緒障害学級(小 集団指導) 言語障害学級(個 別指導)

授業のね らい 4つ の教材 に関心を もち,指 示 さ

れた行動や模倣がで きるよ うにす

る。

感覚遊びで担当者 とのや りとりを

楽 しあ るようにす る。

単元 ・題材 「まね っ こ,絵 カ ー ドと り,パ ズ

ル,わ らべ歌 」
一養護 ・訓 練 「意 思の 伝達 」

「箱 庭 で遊 ぼ う」
一養 護 ・訓 練 「心理 的 適応 」

児童 ・生徒の活動 動作模倣をする。

指示 された絵 カー ドを選択す る。
パズルをや りとげ る。

感覚遊 びの中で,担 当者の はた ら

きかけを受 け入れた り,自 分か ら

新 しい ものを取 り入れ,変 化をっ
けたりす る。

教師の援助 賞賛の動作指示を はっきりとす る。

分か らないときは,視 覚的 に分か
るように指示をす る。

本児が興味を示 した遊びか ら始 め
る。パ ターン化 した行動はやめ さ
せ るので はな く,他 の遊びをする

よ うはた らきかけ る。焦 らせず,

本児の レベルで楽 しさを共感す る。

環境設定 教員の役割を明確化す る。具体的

な場所や位置を明示す る。

いろいろな要素の入っている遊 び

を用意 したプレイルームや箱庭室。

教材 ・教具 動作 模 倣の た あの,視 覚的 に分か

る ビデ オ フ ロ ッピィ。 分か りやす

い絵 カー ド。 で きそ うなパ ズル。

単純 な わ らべ歌 。

一入遊 びになる遊 具は片付 ける
。

いろいろな遊具,特 に,感 覚遊 び

ので きる遊具を用意す る。

評価の観点 模倣がで きたか。先生に間違いを

指摘 され,直 せたか。楽 しい表情
はあったか。

教師のはた らきかけを受け入れた
か。 自分か ら遊びに変化をっけた

か。パター ン化 した行動が減 った

か。

指導の結果と評価 模倣 は正 し くで きた。 間違 いを指

摘 され走 って正 しい カー ドを持 っ

て くるこ とが で きた。 パ ズル をや

って い る と きが,一 番 楽 しそ うで

あ った。

自分か ら箱庭遊びを選び,担 当者
のはた らきかけを受 け入れ,遊 び

に変化 をっけることがで きた。パ

ター ン化行動 は,他 の ことに切 り

かえ られた。

考 察 様 々な視覚判断ができる教材を用
意 したことで,パ ター ン化する本

児の行動を広 げることがで き,人
に対する関心や信頼感が育 ってき

ていると考える。

感覚遊 びの レベルで本児に合わせ
たいろいろな遊具を用意 した こと

と,本 児 に合わせたや りとりをす

ることで,教 師か らのはたらきか

けを受 け入れるよ うにな って きた。
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IV研 究 の ま とめ と今後 の課 題

1研 究のまとめ

本分科会では,心 身障害学級の児童 ・生徒の実態を探究 して い くに したが い 「自信が ない

ために意 欲を もてない,ま た,関 心が広が らない児童 ・生徒が 多 くみ られる」 ことに注 目 し

た。 このような実態を もとに,次 のよ うな仮説をたてた。

『成功体験を通 し,自 信 をもつ ことによ って意欲 につながる積極的な関心 を

高めることがで きる。』

さ らに,授 業 実践 につ いて,「 個 別指 導 計 画 」の 指 導 の結 果 と評 価の 欄 を もとに考 察 す る

と,次 の3点 が 大 切で あ る とい うこ とが わか った。

{1)教 師 側 か らの 「関心 」 を育 て る適 切 な指 導 の工 夫 を行 う こと。

(2)児 童 ・生 徒 に 「関心 」 にかか わ る意識 を もたせ る こと。

(3)(1),(2)は 車 の 両輪 の よ うに互 い に影響 し合 い,「 関 心 」を 広 げ る大 きな動 力 とな る。

具体的な教師側の指導の工夫

1

2

3

4

只
」

食
U

児童 ・生徒の興味を引 く学習内容を提示す る。

授業 に目新 しさがある。

自分で 目標を定 め,自 分で選べる課題を用意す る。

児童 ・生徒の発達の特性 を生かせ る教材 ・教具の工夫をす る。

仲間か らの承認 を導 くことがで きる場面を設定する。

教師が誉あ ることで承認 を感 じさせ る。

児童 ・生徒 の 「関心」にかかわ る意識

-

り
自

り
0

4

教師がそばにいることで安心感を もっ こと。

具体的な体験を重ね ること。

自分で考え,自 分で決めること。

児童 ・生徒が仲間か らの承認 によ って 自信を もつ こと。
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次 に,児 童 ・生 徒の 実態 か ら,こ だわ りに よ り,

対 して は,次 の よ うな仮説 を たて た。

なかなか関心が広が らない児童 ・生徒 に

鰍 ・灘 灘 欝 一 灘;]

これを授業実践 を通 して検証 した結果,次 の ことが分か った。

q)教 師側か らの 「関心」を育て る適切な指導の工夫を行 うこと。

具体的な教師側の指導の工夫

(1)児 童 ・生徒の興味を的確に とらえた教材 ・教員を提示 し,関 心を広げ

てい く学習内容を工夫す る。

(2)児 童 ・生徒 に理解 しやすい様 々な教材 ・教員を提示す ることによって,

こだわりを軽減す る。

(3)児 童 ・生徒 に的確に伝わ る誉め方の工夫をする。

{2)児 童 ・生徒に,成 就感を味わ うことがで きる様々な体験を重ねさせ ること。

児童 ・生徒の意識に関 しては,一 っの物事にと らわれ,目 的が明確にな らないこだわ りの

状態か ら,教 材 ・教具に取 り組む ことで物事を意識化 し,成 就感を味わ うことがで きる状態

に変えて い くことが大切であると考えた。

以上述べたように,成 功体験を させ る課題を用意 し,児 童 ・生徒がで きた という成就感を

味わい,更 に誉め られ ることで,自 分の行動の内容や目的を理解 し,関 心を広 げてい くもの

と考え られ る。

2今 後の課題

授業実践 を通 し,「個別指導計画」に基 づ く指導 の結果 と評価 か ら,児 童 ・生徒の 「関心」

を広 げ,高 あるためには,教 師側の指導の工夫と児童 ・生徒の意識 に焦点を当て ることが重

要であるとい うことが分か った。

また,関 心の高 まりや広が りに関す る評価につ いて は,

・活動 に集中 した場面や様子が見 られたか。
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・活動により,自 信や成就感を もった様子が見 られたか。

・活動に主体的 に取 り組 む動作や発言が見 られたか。

・活動の目標を自分で決めることができたか。

以上,4項 目の観点によ り,児童 ・生徒の 「関心」の実態を的確 に把握で きることが分か っ

た。

しか し,こ の評価の観点は,児 童 ・生徒の表情,言 葉,動 作を通 しての指導者側か らの評

価で しかな く,児 童 ・生徒の意識の変容に焦点を当てた評価につ いては,不 十分であ った と

の反省がな された。

このことか ら,今 後の課題 と して,児 童 ・生徒 自身が 「今 日は何を したのか。 これか ら何

を したいのか。 ど うすればで きるようになるのか。」等を考えて,自 分を評価 してい く 「自

己評価」の観点を含めて い く必要が あると考えた。

心身障害教育の中で,児 童 ・生徒 に自分 自身を評価 させ る 「自己評価1の 観点を取 り入れ

て い くことは,む ずか しいことではあ るが,今 後,「 自己評価」の具体的な観点や評価方法

を探 り,そ の意義 や効果を検証 して い くことが,f関 心 ・意欲 ・態度」を育て る指導 と評価

の研究の大 きな課題 と考え る。
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一人一人の児童 ・生徒の適切な実態把握 と目標の設定

1主 題設定の理 由

一人一人の児童 ・生徒のよ りよい発達を促すためには
,適 切な実態把握 によ って設定 された

目標の もとに授業を進 めてい くことが欠かせない。 とりわけ心身障害教育 においては,対 象と

なる児童 ・生徒に,発 達段階の巾の広 さな どの 多様性が常に存在 し,画 一的な目標ではそれぞ

れの課題に合った有効な教科指導を行 うことはで きない。つま り,一 人一人の児童 ・生徒に応

じた,個 別の実態把握と目標の設定がなされた上で,全 体 と しては一っのまとまりを持 った授

業が展開 されなければな らない。

また,教 科指導における児童 ・生徒の実態把握においては,教 科の内容の理解 や意欲の背景

に,生 育歴や性格 ・特性 などの影響が複雑 に現れて いることを見落 とせない し,そ こか ら設定

されて くる目標 も,一 人一人の児童 ・生徒の生育歴等を含あた総合的な実態を充分 に考慮 した

上での教科の目標でなければならない。 そ して,授 業実践の中で現れて きた児童 ・生徒の変容

を見落 とさず,新 たな授業計画ヘ フィー ドバ ックしてい くことが大切 であ る。 これ らのことを

踏 まえた上で,よ りよい授業を進めてい くためには,ど のような手順で実態把握 を し,目 標の

設定を した らよいか,と い う問題意識の もとに本主題を設定 した。

月 内 容 月 内 容

5 ・各学校の諸問題 を整理 した資料に基づ き

主題設定 に向けての討論

8 ・教科個別指導計画の様式を試作

・・研究主題 に合 った授業案の項 目を整理

6 ・実態,目 標,内 容評価などの観点で整理

した資料 とビデオにより,各 校の具体的な

ケースを出 し主題設定に向けて討論

・実態把握 と目標設定の難 しさを共通認識

し、研究主題を設定(養 護高 ・体育,養 護

高 ・数学 を参観)

9 ・研究授 業(心 障 小 ・国語) ,協 議

10 ・研究授業(心 障中 ・技術),協 議

・報告書原稿の検討

11 ・研究授業(心 障中 ・国語) ,協 議

・報告書原稿の検討

1 ・研究主題を踏 まえた研究授業(心 障小 ・

国語)

12 ・研究 授業(養 護 高 ・数学) ,協 議

・発表 会準 備

8

.

・実態把握 と目標設定の観点の整理 ・検討

・授業実践の中で,個 別の実態把握一目標

設定一指導一評価により授業 自体が変わ っ

てい くサ イクル(仮 説)を 想定

1

2

・研究授業(心 障小 ・体育) ,協 議

・発表会準備 と資料作成

一

・研究発表会
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〈研究方法〉

一人 一人の児童 ・生徒の適 切な実態把握 と目標設定が
,授 業を行 う中で更に深ま り,授 業が

改善 されてい くためには,授 業全体の指導計画と相互 にフィー ドバ ックし合 う∫実態一目標一

授業一評価の,指 導のサ イクルがあると仮定 した.,そ して,そ のサ イクルは,「 各教科毎の個

別指導計画」を作成 して授業をす ることにより,有 効に機能すると仮定 し,本 研究を進 めた。

なお,「 各教科毎の個別指導計画」の様式 を作成す るに当た って は,東 京都立教育研究所相

談部心身障害教育研究室の 「個別指導計画の様式 」(r精 神薄弱教育における養護 ・訓練の指

導の充実を図る基礎的研究』平成5年3月)を 参考に した。

皿 研究 内容

(1)指 導サイクルの再考

従来,指 導を行 うにあたって は,実 態把握一目標設定→授業実践一評価を行 い,以 下,

目標設定一授業実践一評価のサ イクルを,単 元毎,あ るいは学期,年 間毎に繰 り返 し行 う

ことにより,児 童 ・生徒の総 合的な力を伸ばす努 力を して きた。 そのためにはまず,主 題

設定の理由で も述べたよ うに,「 障害,疾 病 などの状態や生育歴,家 庭環境 性格 ・特性,

身体的特徴,基 本的生活習慣等にわたっての総 合的な実態A」 と,「 各教科における学 習

能 力,学 習意欲 ・態度,及 び教科学習等のべ一 スとなる感覚 ・知覚 ・認知 ・身体機能等の

教科的側面か らの実態B」 の両面か ら把握す る必要がある。(図1-A・B)児 童 ・生

徒の実態把握に当たっては,そ れぞれ どのような観点 に基づ いて行えばよいか は,表1に

観点を示 してある。

このように,「 総合的な実態A」 と,「教科的な実態B」 の両面を把握す ることにより,

適切な指導 目標が設定 され る。指導 目標は,児 童 ・生徒の実態別に細 か く設定 される。長

期目標A・ 短期 目標Aは 実態Aに 対応 して設定 され,長 期目標B・ 短期目標Bは 実態Bに

対応 して設定 され る。それぞれの 目標の大 まかな期間と設定す るにあた っての観点 は表1

に示 してあ る。

従来の指導 において は,児 童 ・生徒の実態A・Bが 設定 され ると,あ とは,「 長期 目標

AB・ 短期 目標AB一 授業実践一評価」を一っのサ イクルと して指導 が繰 り返 されると見

な されていた。 しか し,「適切な実態把握」を行 うためには,授 業実践を行 った結果 とし

ての評価 もまた実態に繰 り入れ る必要がある。

っまり,指 導 はサイクル構造ではな く,ら せん構造を もっていると見なせば,児 童 ・生

徒 の実態A・Bが,次 時の授業に必ずかかわ りをもち,単 元が改まったときには児童 ・生
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徒の実態A・Bも 変容 して いることを示す ことがで きる。(図1)

実態 とは,固 定 した ものではな く,指 導す ることによって常に変容 し続ける ものである。

従 って,実 態を どこまで正確 に捉えることができるかが,よ い授業を行 うか ぎになって く

るわけで,こ の らせん構造の核 となる。

その,常 に変容 し続ける実態を正確に捉え るために,新 たに,図1の 「C」 の部分に相

当す る 「前時までの児童 ・生徒の実態」という概念 を導入 した。 これは言い替えると 「授

業を行 った ことによ って変容 した児童 ・生徒の実態 」とい うことになる。 この概念を導入

す ることによ り,常 に実態を見直 し,実 態を繰 り込んだ 目標設定が行われ る構造 にな るの

である。また,前 時 までの児童 ・生徒の実態Cを 把握するため には,「 児童 ・生徒」 と 「教

師」の両側面か ら授業を見直す ことが重要である。(表1-C)

(2)仮 説 と検言正

前述で,指 導のサイクル構造 は,実 は,ら せん構造 にな ってお り,授 業 ごとに実態を見

直 しなが ら指導 して い くことで,適 切 に実態を把握で きることがで きるだろ うという仮説

を立てたが,そ の仮説の もとに,教 科毎

の 「個 別指導計 画」(表2)を 作成 し,

各校で実践 した。

教科毎の 「個別指導計 画」は,表1の

観 点 に基 づ いて一 っの単 元で1枚 作 成

し,一 人の児童 ・生徒の変容を1単 元の

中で捉え ることが で きるよ うに工 夫 し

た。児童 ・生徒の実態,授 業の形態,教

科等の違 いによって記入方法が異な って

くることはあ って も,年 間を通 して一人

の児童 ・生徒につ き数枚の資料 とな り活

用 で きるよ うに した。(後 述のIV指 導

事例参照)

これを,各 校で,そ れぞれの担当授業

について作成 し,そ れ らを持ち寄 って,

さらに検討を加えた。

教科毎の 「個別指導計画」(表2)を 作

成 してい く中で,児 童 ・生徒の実態が よ

図1実 態把握 と目標設定のための構造図

漸
干

一
兀

次

酬
早

一兀

A,総 合的実膿凪歴

B.教 科的実睡肛罎

C,麟 時までの実撃置躍
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り明 らかにな り,授 業実践が充実 した、Jまた,書 式の部分で は,例 えば,枠 の広 さや書 き

やす さ,資 料 としての活用の しやす さ等につ いて検討 した。 今後は,さ らに使 いやすい も

の となるよ う,書 式 を整えていきたい。

個 別指導計画の中に,「 前時 までの児童 ・生徒の実態把握」(表1-C)を 含めたことに

より,教 科毎の 「個別指導計画」が,研 究主題であ る 「…人 一・人の児童 ・生徒の適切な実

態把握 と目標の設定 」を考え る上で有効な手段 とな った。

表1《 個別指導計画における項 目別観点》

A総 合的実態把握 と目標設定

実 態 把 握 目 標 の 設 定

生

育

歴

な

ど

(1)生育歴 … 障害,疾 病,生 育

歴 等

(2牲 格 ・特性

(3)基本的 生活 習慣

(4)身体機 能 …感 覚,知 覚 等

耳

長1

期

一

社 会自立 ・家庭 との連携 を

踏 まえて

(D基 本的生活習慣の改善

(2)身体機能の維持 ・向上

(3豊 かな情操の育成

(4)対人関係の育成

(5牡 会性の育成

短

期

期 間

・在学期間

(1年 間を区切 り

に)

・学 期

B.教 科的実態把握 と目標の設定

(1)各教科における学習能力

(2岸 習意欲 ・態度

知 ・身体機能

単元名[

態 把 握 目 標 の 設 定(1 年 間)

ける学習能力

態度

ける感覚 ・知覚 ・認

能

(11各教科の 目標(学 習指導要領に準 じる)

(2)自ら学ぶ意欲 ・態度

(3)各教科 における身体機能の維持 ・向上

J

実 態 把 握

前単元までの児童 ・生徒の実態等

騰

)
欄

n
R定(単 元 の時 間) 期 間

上記Bの 各教科の目標を ・学 期

踏 まえた単元の 目標 (3カ 月以 内)

具体的な到達目標
(各 教科の目標 ・単元の ・1時 間

目標を踏 まえて)

C.前 時 までの実態把握

月 日 児 童 ・ 生 徒 指 導 者

実 (1>目 標 (1}単元の 構成

態 (2)達成度 (2旧 標 …ア.授 業全体の 目標
の (3)変容 イ.児 童 ・生 徒 の 目標

変 (3)教材 ・教具
容 (4}#x業 の 形態
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表2()科 個別指導計画

()立(

()年()組 氏 名(

A.総 合的実態把握 と目標設定

)学 校 作成 日:年

作 成者:(

)

月 日

)

一曽,,,一 一 曹 「9髄 ・ 一一

実 態 把 握 目 標 の 設 定
一 一 一 髄一

生
長

期
メミ
閂

歴

な

ど
短

期

1

B,教 科的実態把握 と目標の設定

実 態 把 握

単元名[ 7

目 標 の 設 定

実 態 把 握 目 標 の 設 定(単 元 の 時 間)

C.前 時 までの実態把握

月 日 児 童 ・ 生

実
能
」一 、

の

変
容

生 徒 ヒ
日
書 導 者
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lV指 導 事例

[指導事例1]

《国語科》 小学校精神薄弱学級

1単 元名 「ことばあそびを しよう」

2本 学級の実態

4年 生(男 子1名),3年 生(男 子1名 ・女子1名),2年 生(女 子1名)の4名 で構成 され

ており,自 閉症(傾 向を含む)3名,ダ ウン症1名 で,軽 度か ら重度 までの精神遅滞の児童で

あ る。集団 としてのまとま りは,ま だ十分でないが,4人 でお互 いに意識 し合い,心 配 した り

手助 け し合 ったりという行動がとれてきた。そ こで,1学 期の国語 ・算数の授業内容は,児 童

の障害の程度にかな りの差があるので個別 に学 習す る時間を多 く設定 したが,4人 のかかわ り

合いの場面を工夫 しなが ら,各 自の 目標 に迫 る学習を行いたいとの願 いか ら本単元を設定 した。

学 習中の指導内容,発 問を大体理解 し,自 分で考えた答えが返 って くるのが2名 であ る。 また,

話 し言葉だけでは表現 しに くい児童が1名 いる。言葉 での指示は理解 しに くく,自 分の感情 で

行動 した り自分 にかかわ りのある範囲については発語す る児童が1名 であ る。4名 の うち3名

は,学 習態度はむ らはあ るが,ま じめで前向きであ る。

3研 究主題に沿 った実態把握と目標 の設定

対象児D(小4)の 教科毎の個別指導計画

A総 合的実態把握 と目標の設定

実 態 把 握 目 標 の 設 定

生

育

歴

な

ど

・家族 は父母 と妹。過保護気味に育て られ,日 常

生活や遊びにおいて も未経験の ものが多い。

・3歳 で保育園入園,言 葉の遅れ等を指摘 され,

4歳 ～6歳 児童相談所の指導を受け児童学園

に通園す る。

性格はお とな しく,自 信が もてないと涙 ぐむ。

対応す る人によ り態度が変る。固執傾向がある。

・身体機能等 について は,身 体が固 く動 きが全体

的 にぎこちない。視線が合いに くい。また,触

覚,味 覚,臭 覚等が過敏で自閉的な傾向をみせ

ている。

長

期

○基本的生活習慣(生 活 リズム

・清潔感)を ,身 に付 ける。

○次は何を したらよいか,指 示

を待たず 自分で行動できる。

○ 先生や友達 に対 して,聞 きた

いことや言いたいことを言葉

で言えるよ うになる。

短

期

O給 食や学習の準備を予測 して

自分です る。

○ 「わか りません」「○○ を貸 し

て ください」等,言 葉で言 う。
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B.教 科的実態把握 と目標の設定

「
「姦.
聞 く

糞一葱77厄 一 毒一 …T… 一『噛繭1鰹(-i軸 「
一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一1-一 一 一一一一一一一 一一

集中 し続けることが苦 手である。注意を10話 し手に注 目して聞き,内 容を理角すi

促す と視線が他の 方を向いて,体 が不自

然な姿勢になって しまう。学級内での指

示の聞 きとりは可能であ る、

蔀二一冨口

る こ とが で き るよ うにす る。

平仮 名の清音が読め る。濁 音,半 濁音は

_____■

○清音以外の読みを確かな ものにす る。

1少し読め儲 ずつのひろ嚇 多!○灘 綴 ξ禦 謡 劇

語句 の み読 め る。 る。

書くi認

多 い 。

一
話す 質問に

え られ

i平 仮 名36文 字 書 け る。 単語 は一 文字 ず つiO語 いを増 や し,簡 単 な 日記 ・作文 が書1

確かめなが ら書 く。文字が抜 けることも

L__」__一_一.

;
け る よ うにす る。

寸一 一…一

灘 謙 鑛 醤 う一

一

、
ー

「
C学 習の手順が分か らない時 は質問で き

達 が して い る ことをみ て話 しか1る 。

単元名[こ とばあそびを しよ う]

「 一「 一}
「

見 る ゲー ムの

聞 く 聞いてい

友達の発

読む 単語 は一

の薄い語

を含む単

実 態 脈 …三 「 藤 騨 元の時間)

ゲームのやり方を聞 き取 ることができる。0最 後 まで説明等を聞き,分 か らない こ

聞いてい る途中で確認 を何度 もした り,

友達の発言を遮 った りす ること もある。

単語 は一音節ずつ押 さえて読み,な じみ

の薄い語句 は意味が理解で きないV濁 音

を含む単語が一まとめに読めない。

書 く 書けない文字10字 については,手 を添え

て書 く練習を して いる。書ける文字の単

語は,模 写が可能である。

とは,そ の 後 で質 問で き るよ うにす る。

0音 ずつのひろい読みか ら絵カー ドを

手掛か りに 一語 と しての まとめ読みが

できるよ うにする。

○濁音を含む単語が読め るよ うにす る。

f.一 一■
話す 響 灘1瀦 いつて自分で僅 響 や言葉鰍 りで竺

○単語 カー ドの文字を正 しく書 くことが

一24一



4指 導の実際

(P目 標

① 物の名前を理解 し,iEし く発音できるようにす る。②絵 カー ドを使 いなが ら,単 語を

増やすとともに,一 語 として読めるようにす る。③濁音,半 濁音が混 じった単語 も一語

と して一 まとめ に読 ん だ り,正 しく書 い た りで き るよ うにす る。 ④ お互 い に注 目 し合 い,

かかわ りを もって,授 業に参加することがで きるよ うにす る。

(2)学 習 指導 計画(16時 間)

第一次 「カルタとりゲーム」によ り,こ とばあそびの学習内容が分か り,学 習意欲を も

つo

① 友達や担任が読んだ音を聞いて,正 しい文字カー ドを探 す。

② 頭文字を手掛か りに言葉集あをする。

第二 次 「お み く じゲ ーム 」に よ り,単 語 を読 ん だ り書 いた り しよ うとす る意 欲を もっ 。

① おみ くじゲームを しなが ら,絵 →文字一単語が分か る。

② 単語の読み書 きを絵 カー ドをたよ りに しなが らで きる。

第三 次 「人 名 」 「動 き」の2つ の サ イコ ロを 使 って,文 づ くりへの 意 欲を もっ。

①2っ のサ イ コロを組 み 合わ せ,「 ～ は～す る」の 文 を作 り読 ん だ り書 いた りす る。

(3)前 時までの実態(抜 粋)

9
/
9

9
/
14

児 童

距携鋸響魏繍
る。 ひ と ま とま りに読 む こ とが で きる。

「ま」の っ く言 葉 集 め。 ま り,ま っち,が 自

分 か ら言 え る。 他 の子 が 発 表 して い ると き,

集 中 せず,注 意 され る。 視写 は 自力 。読 み は,
2～3回 練 習す れ は読 め る。

「だ い こん」 「っ くえ 」1ぶ た」 「ち ょ うち ょ」

「ひ こう き」 「た ま ご」 「たは こ」 の カ ー ド

を出 して,2～3回 の練 習 で読 め る。 ま とめ の

読 み は絵 カー ド無 しで も読 めた。 拗 音の 学 習

は まだ なので,文 字 チ ップは 自分で は取 れ な
い。 長音 の 「う 」の 文字 が わか らず,、「ひ こう

き」 は 「ひ こお き」 と取 る。 書 く指 導 は これ

か らで あ る。

き ゅう り,じ ど う しや の 「う」 の字 は,ぬ け

る。 文字 チ ップは きき ゅり,じ ど しゃ と並べ

メエ

ヒ
日
非

濁 音 を 含む単 語 もあ ま り抵 抗 な く読 め

るよ うに な って きて い る、,

拗 音 と長 音 の 指 導 は ま だ で あ っ たが
「ち」 と小 さい 「よ」で 「ち ょ」 と読 み,

書 くことを指 導。 読 み は,わ りとす らす

ら読 め るが,文 字 を 一つ 一一っ正確 に読ん

で い ない時 もあ る。

「じど う し ゃ」 「か ぶ と む し」 「は さ み 」

「き ゅ う り 」 「は し」 「や ぎ」 「の こ ぎ

り」 の カ ー ドを だ す 。 文 字 チ ップ は,拗

音 の 学 習 で も有 効 で あ る 。

(4>本 時 の 目標

◎学級全体 と しての目標 ①絵 カー ドの物の名前を理解 し,単 語 カー ドと結 びっけること
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がで きる。②友達の活動 に注意 を向け,一 緒 にゲームを楽 しむ事がで きる。

◎対象児童の個別 目標 ①絵 カー ドの物の名前を理解 し,単 語 カー ドと結 び付けることが

できる。②単語 カー ドを一語の まとまりと して読む ことがで きる。③友達の活動に注意

を向け,一 緒 にゲームを楽 しむ事がで きる。

(5)本 時の展開(10/16)

i
指 導 内 容 学 習 活 動 1

教 材 ・教 具 ・
指導 の流れ 教師の動 き 全体の学習活動 対象児D君 の学習活動

① ゲ ームの や り 「何て い うゲー ム ① ゲー ムのや り方 集 中 して聞 け るよ う話 す。 人

指
方 を思 い だ させ,

み ん なでや ろ う

だ ったか な」ゲ ー

ムの や り方 を言わ

を思 いだす。

※B子 ・D男 が 発

を注 目す る。 ゲー ムのや り方

を思 い出 す。

とする意欲を持 せなが ら教師が動 表可能 。 「ぴ っ た り ゲ ー ム 」

導 たせ る。
いて 見せ る。 1お み く じ ひ く の}

1カ ー ドと る の1

1カ ー ドと っ て は る の}

②ゲームを始め ゲーム開 始 おみ くじ色

展
る 。

1～5人 ま で を

① おみ く じ,色 別

カー ドをひ く。
別 カ ー ド

絵 カー ド
一人ずっ順番に ②同じ色の絵カー 確 実 に取 る ことがで きる。
前へ出てきてや ドを ひ く 。

ら せ る 。 A物 の名前の復 ③絵 カー ドの物 の 友達の発表をよく聞 き正 しい
唱 ・パ ズ ル 。 名前 を言 う。 か ど うか判 断す る。 単 語小 カ ー
Bノ ー トに絵 力 ④絵 カー ドを黒板 平 仮名 清音,拗 音の一 部 を読 ド
一 ドの単 語 を書 く。 に は り,合 う単 語 み,カ ー ドが と れ る 。 文 字 チ ップ
C単 語 カー ド小 カー ドを選 ぶ。 友達が や って い る時 は 自席 で

開 の5枚 の中か ら選 ⑤ 正 しく読 み、 正 文字 チ ップを並 べ る。
ぶ 。 しい カー ド合 わせ 単 語 を ひと まと まりの藷 と し

を す る。 て読 め るよ うにす る。

③単 語 カ ー ドを B特 殊音の読み ①単 語 カー ドの視 単語 カ ー ドを ノー ト1こ撹写 す

ま
見なが ら書 く。 書 きに注 意 させ る。 写 ・読 み 。 る 。

読みの習熟を図 C口 形 に注 目さ 絵 カー ド無 しで も読 め るよ う

る 。 せ正 しい発音を練 繰 り返 し読 む。
と

習 す る。

め ④次時の予告を
す る。

A復 唱 させ る。

②次回はどんなカ 次時 への意 欲を 高め る。
馳

一 ドが 出 るか。

(6)評 価

児童の面か ら

○絵カー ドの物の名前を理解 し,単 語 カー ドと結 び付けることができたか。

○単語カー ドを一語の まとまりと して読む ことがで きたか。

○各個別に設定 された 目標がど こまで達成 できたか。

指導者の面か ら

○単元構成の面か ら,本 授業の位置付 けは適切であ ったか。

○ 目標は授業全体と して適切で あったか。D児 としてはどうか。

○教材の面か ら,お み くじカー ドは,児 童の興味 ・関心を引きだ し学習意欲を持たせ ら

れたか。

○絵カー ドや単語 カー ドは学習 を進 めてい く上で適切であ ったか。

○授業の形態 と して,全 体で進めていきなが ら個別で対応 してい くや り方 は適切であっ

たか。
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5指 導の結果 と考察

様 々な発達段階にある児童に,単 元を組み授業を行 う時,一一つの授業をとって考えてみる

と,活 動が共有される場面 はあ って も,各 自に用意 され る学習課題 は一人一人異な って くる。

それは,実 態に合 った目標 をそれぞれ立てているか らで,指 導者 がその目標を的確 にっかん

でいればいるほどきあ細かい対応をすることがで きる。本時 においては,A児 は黒板 に出さ

れたカー ドと同 じカー ドを探 したり,同 じカー ドの2分 割を完成させた りす る学習,B児 は

絵 カー ドの名前を直接 ノー トに書 く学習,C児 は同 じ絵 カー ドの名前を数枚の文字 カー ドの

中か ら読んで選び出す学習,D児 はその名前を文字チ ップを使 って並べ ノー トに書 き写す学

習 というように,共 有するゲームの場面ではお互 いに見合い楽 しみ合いなが らも,そ れぞれ

の課題は異な っている。一人一人が,自 分の 目標 に向か って十分活動 しなが ら,か っお互 い

がかかわ り合いなが ら一っの授業を進めてい くのである。各自の目標の達成に向け適切な指

導を行 うために,学 級のそれぞれの児童につ いて実態把握か ら目標設定 までを しっか り明記

し,個 別指導計画 としてまとめてお くことは非常 に有効な手段であ った。(ま とめ②)

対象児Dに っ いて考えてみ ると,平 仮名の濁音の読み書 き,そ れ らを含んだ語の一語 とし

ての まとめ読みを目標に したわけであ るが,毎 時間 ごとの記録を してい くと,D児 が刻 々と変

容 してい く様子がは っきりとあ らわれた。濁音を含む単語の読み書 きは,予 想を越えて どん

どんて きるよ うにな り,絵 カー ドの内容は濁音を含む ものか ら半濁音を含む もの,そ して長

音,拗 音を含む ものへ と広が ってい った。

また,最 初の段階で はサ イコロを使ったゲームの課題で指導 したが,学 習 させたい単語を

精選 して1時 間の授業の中で与えたほ うが,D児 ならびに他の児童 にとって も理解 しやす い

ので はないかと考え,お み くじ方式 のゲームの課題に変更 した。 この変更は,児 童の変容 に

応 じた指導法の反省,検 討を繰 り返 し記録 してい く中か ら生 まれ たものである。(ま とめ④)

実態を踏 まえた授業の工夫 とい う点 か らみると,D児 は文字チ ップを使 っての単語づ くりが

かな り速 くで き,チ ップをならべてい くことによ って清音以外の文字の成 り立 ちに気付 くよ

うになった。逆に,C児 は,文 字チ ップを使 って学習させていこうとい う計画であったが,

文字 チ ップを捜 し出す ことに抵抗があ り,単 語カー ド(小)を 使 っての学習に切 り替えるこ

とにより学習が進んだ。 この例のよ うに,毎 時間の授業を目標にて らして見直す ことによっ

て,次 の授業への有効な手立てを発見す ることがで きる。

今後,さ らに単元の指導を積み重ねてい くに従 い児童の変容を書 き加える ことによ り,一

人一人の児童への きめ細か い成長の手助けを行 ってい く必要があるU
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[指導事例2コ

《技術科》 中学校精神薄弱学級

1単 元名 「カ レンダーを作ろ う(2回 目)」

2学 級の実態

本学級の生徒は9名 であ る。作業室の広 さの関係か ら一一・斉の授業が不可能であ る。 そのた

め,生 徒全体を同 じよ うな構成で縦割 りに2グ ループに分けて,技 術 と美術を隔週で実施 し

てい る。

生徒の障害 は,ダ ウン症(3人),自 閉症(1人),て んかん(1人),情 緒障害(1人),

その他(3人)で ある。意思の疎通がまった くできない生徒はいない。ただ,生 徒の能力の

差が大 きく,同 じ教材を学習す る場合で も,指 導法を工夫 し,作 業の選択を個 々の生徒に合

わせて行 う必要がある。

3研 究主題 との関連

対象生徒A(中2男 子)の 教科毎の個別指導計画

A.総 合的実態把握 と目標の設定

生

育

歴

な

と

実

・自閉症

・兄が家 族 との折 り合 いが悪 く,

あ るが,

・性 格 はお とな しく,

・利 き手 は,

・自 ら発 声 で きる言 葉 はあ るが,

つ くえ ・さよな ら》

・ひ らが なを理 解 して いず ,

・体 力が あ り ,

・衣服 の着 脱 は自立 して い る。

態 把 握 目 標 の 設 定

○ 自らの要求を言葉あるい

り合いが悪 く,家 庭生活が不安定で は体の動 きで表現する。
長

落 ち着 いて きて い る。 ○安定した学校生活及び家

く,指 示 に従 った行動 な らで き る。 庭生活を送れ るようにす

り嫌なことがあ ると,学 校ではな く る 。

とが あ る。 服 を破 る こ とが 多 い。 期

あ る。

言 葉 はあ るが,少 な い。

ご ・きが え ・い と(糸)・ す み(墨)・ ○発声できる言葉の種類を

ら》 短 増 やす 。

り,指 示 に的確 に行動で きる。 ○指示を待たないで,自 ら

して いず,読 む ことが で きない。 行動できるよ うにす る。

ラソンなど持久力がある。 期

立 して い る。
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B教 科的実態把握と目標の設定

実

① 自分に分担 された仕事 は最後 までやること

がで きる。

② ものを作ることに少 しは関心があ り,仕 事

への意欲を もっ ことがで きる。

③危険な場所や状況を把握で きて いない。

④機械や道具類を使 うことがで きるが,言 葉

による指示や援助が必要である。

⑤手元を見て作業できるが,集 中力が持続で

きない ことが多い。

目標の設定(1年 年間)

○機械や道具の 名前を覚え,安 全に注意 して

使え るようにす る。

○集中力を持続 して,て いね いに作業できる

単 元名[カ レンダーを作 ろ う(2回 目)]

①電動糸 ノコで直線を切 り取 ることがで きる

が,言 葉による援助が必要である。

②ボール盤 を使 って穴 を開けることがで きる。

③手動 ドリルで穴を開けることがで きる。

④ヤ スリをか けることがで きるが,仕 上が り

具合の判断 は難 しい。

⑤塗料を塗 るとき,刷 毛を うまく使えず,は

み出 したりムラになった りする。

⑥釘を一人で打っ ことがで きる。

目標 の 設 定(単 元 の 時 間)

○道 具の準備 ・片付けがで きるよ うにする。

○電動糸 ノコで安全に注意 して,正 確に直線

を切れるようにす る。

○ 自分の分担の作業を意欲を もってで きるよ

うにする。

4指 導の実際

(1)目 標 ① 前単元に続いて同 じ作品 を製作す ることによって,よ り完成度の高 い作品 に

仕上げ る。そのために,生 徒の能力でで きる作業工程を分業にす る。

② 日付を扱 うことによって,数 の認識力を高め る。

③ 他校の学級 にプ レゼ ン トすることにより,新 たな人 間関係を意識 させる。

(2)学 習指導計画

①ベニヤ塑 羅)② ピンの位置の設計 ③穴開・ナ

④ ピン作 り ⑤ ピンの打ち込み ⑥ ヤス リかけ

⑦数字の複写 ⑧色塗 り ⑨ ワックスかけ
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(3)前 時 までの実態

生 徒

○定規を当て る時片方を当て ることはで きる

が もう一方は当てることで きない。

○電動糸 ノコの操作で,切 り落と した木片を

払 うとき手元を 見ないで,危 うく指を切 り

そ うになる。

○ヤ スリかけで一か所だけ集中 して磨いて し

まう。

○ 日付の数字を描 くとき輪郭線の中を正確に

塗れずはみ出す。

指 導 者

0左 利 きの生徒のための線 引きの適切な指導

が足 りなか った。

○機械 の電源の操作について も,声 を掛 けて,

切 りを中断 した ら電源を切 るという判断力

を付けるべ きだ った。

○電動糸 ノコで刃が線か ら外れたときの援助

の方法があいまいであ った。

○分業の作業の内容があいまいであった。

○磨 くリズムを作 り,回 数 を決めたらど うで

あろうか。

○ シルクス クリー ンの技法で製作す る。

(4)本 時の 目標

[全 体]○ 自分で線 を引 き,4.5cm平 方 にベニ ヤ板 を切 断す る。

○電動糸 ノコで正確に線上を切り取 る。

[A男]02カ 所印をっけた板に定規を当てて真 っす ぐ線を引 く。

○電動糸 ノコ準備 ・操作 ・片付けを言葉の指示 によ り,正 確 にで きるよ うに

す る。

(5)展 開

指 導 内 容 学 習 活 動
教材 ・教具

授業の流れ 指導者の動き 全 体 対象生徒A

導

入

①あいさっ

②説明

③設計

④準備

⑤切断

本時の予定及び
ね らいをいう。

教材を配 る。

生徒の作業状況
に応 じて,個 々

の生徒にあ った

方法を指導す
る。

設計の終わ った
生 徒か ら機械の

準 備を させ る。

生徒の前に立 ち

板の押 さえ方を
指導す る。

声かけを して失
敗 しないよ うに

注意 させる。

静かに話を聞
く。

①板に定規を使
い4.5cmご とに

印をっけてい く。
②印の ところに
定規を当てて正

確 に線 を引 く。

指導者の顔 を見
るようにす る。

① あ らか じめ印
をっけてあ る板

に定規 を当てる。

②強 く定規を押
さえ,ず れない
よ うに線 を引 く。

定規
ベニヤ板

ピン

電動糸 ノコ

延長 コー ド

電動糸 ノコ

展

開

自分で機械を設置 し,電 源をっ

なぎ次の作業の準備をす る。

電源を入れ,板

を線か ら外れな
いよ うに切断す

る。

よ く手元を見て

作業す る。
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ま

と

⑥片付 け ・清掃 切 り取 った板 は1 自分が使 った機械を元の場所に
全部まとめてお 片 づ け る。
く 。 i一

ほ うきで木屑を取 ってか ら,

巾が けをす る。
_____」

⑦評価 本時の作業状況 自分の作業がど 手を挙げる形で
を質問する。 こまでで きたか 質問に答えるよ

報告す る。 うにす る。

次時の予告をす
る 。

⑧あいさつ

ほうき

雑巾

1
(6)評 価

[生 徒 〕

[指 導者]

○個別 目標 を達成す ることがで きたか。

○意欲的に作業を行 うことがで きたか。

○ 自分の手元を見て作業することがで きたか。

○生徒の目標の設定が適切であ ったか。

○生徒を意欲的 に作業 させ るためにどんな手だてを講 じたか。

0安 全に対する配慮が しっか りなされて いたか。

0分 業 という作業方法が生徒に理解で きていたか。

○指導方法 ・援助方法 は適切であったか。

○複数の指導者間の意思の疎通 はな されていたか。

5指 導の結果 と考察

今回の指導事例は授業研究で指摘 された点を検討 して実践 した ものであ る。今回の単元が,

1学 期 に行 った単 元と同 じ作品の製作 とい うことで,[教 科的実態把握]と[前 時 までの実

態の変容]に 記述す る内容が明確にな り,A児 にっいていえば,定 規の当て方 ・電動糸 ノコ

の操作で手元を見ないという点で新 たな目標を設定す ることがで きた。 また,前 単元 は個人

の作品 ということで全工程をで きるだけ自分の力で行 うよ うな授業内容 に したが,今 回は分

業という新 しい授業の形態で実践で きた。(ま とめ④⑦⑧)た だ,障 害の重 いA児 に とって

直線を引 くという目標 は,分 業 という指導形態の中で は適切ではな く,電 動糸 ノコの操作 に

目標を絞 って もよか った と思 う。(今 後の課題①)

個別指導計画の作成 に当たっては,技 術科 と しての実態把握 の項 目はどれを重点的に押 さ

えた らよいか,そ の選択に迷 ったが(今 後の課題②),こ の個別指導計画が貴重な授業の記録

とな り,指 導のポイン トが明確にな ったのは確かであ る。本校 は教科数 も多 く生徒 も9名 な
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ので,生 徒一 人一人の全教科の個別指導計画作成 は分量が 多くなると継続 しに くい。個別指

導計画は学校の実態に合わせて,作 成 しやすいよ うに改善する必 要があ る。(今 後の課題④)

Vま とめ と今 後 の課題

本研究は,児 童生徒の実態を的確に把握 し,適 切な 目標を設定す るために,児 童 ・生徒の

全体像か ら各単元の授業の目標 までを,一 日で把握す ることがで きる教科毎の 「個別指導計

画(実 態把握 と目標設定)」 作成が中心 にな った。教科毎の 「個別指導計画(実 態把握 と目

標設定)」 の作成によ って児童 ・生徒の実態の変容をよ り的確に捉 えることがで きれば,授

業を改善 ・充実 してい くことがで きると考えた。

1ま とめ

① 教科の指導 において も,そ れぞれの児童 ・生徒の生育歴,性 格 ・特性,身 体機能 基本

的生活 習慣などを含めた,総 合的な実態把握をす ることが大切である。教科毎の 「個別指

導計画」を作成す ることを通 じて,実 態の把握を的確に行 うことがで き,よ り適切な目標

の もとに授業を進め られるようにな った。

② 心身障害児の指導は,集 団指導の場面 にあ って も,一 人一人の実態 と目標を はっきりさ

せ る必要が ある。その目標達成のためには、 それぞれの個別の課題にあった教材による指

導がふ さわ しく,す ぐに見られ る資料 として個別指導計 画が有効であ ることが分か った。

③ 実態を総 合的実態A・ 教科的実態B・ 前単元までの実態Cの3っ の観点別で整理す るこ

とで,児 童 ・生徒の課題がよ り明確にな った。

④ 個別指導計画の中に単元の計画(実 態 目標 変容)を 盛 り込んだことによ り,次 時の

授業の工夫が しやす くな った。

⑤ 教科指導を進め るにあた り実態把握 と目標設定の過程を らせん構造図 と して明 らかに し

た ことによ り,よ り有効な実態把握をす ることができるようにな った。

⑥ 日々の授業で行っていることを,客 観的に個別指導計 画と して表す ことがで きた ことは,

来年度以降の各校の実践を行 うに当た っての有効な指針になる。

⑦ 単元毎の実態把握の仕方にっいては,い くっかの場合があることが分か った。

例 ・教科の実態を詳 しく分析することによ って,単 元を設定す る際の実態をっかむ ことが

で きる。

・新 しい単元の場 合は,事 前に準備の授業を行 うことによ り実態をっかむことがで きる。

・同 じような単元を設定す る場合 は,前 の単元の実態 をそのまま単 元の実態把握 に生か
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す ことがで きる。

・担任の単元設定の願いを分析す ることにより
,単 元の 目標を具体的に設定 し,そ の 目

標にっ いての児童 ・生徒の実態をさ らに詳 しく把握す ることがで きる。

⑧ これ までの授業方法を見直すよい機会になった。

2今 後の課題

① 教科毎の個別指導計画の作成を通 して,児 童 ・生徒の実態の把握の方法 はかな りはっき

りして きたので,そ の結果を踏 まえて,具 体的な授業の工夫がどのよ うに児童 ・生徒の変

容につなが ってい くのかを整理す る必要があ る。

② 教科毎の実態把握や目標設定の観点 を,全 教科にわた って検討す る必要があ る。

③ 単 元毎の実態把握の仕方にっいて,さ まざまな場合毎に実践 を整理 してい く必要がある。

④ 個別指導計画の様式については,資 料 と して有効活用 ・保存す るために,実 践把握 ・目

標設定 と,前 時 までの実態をそれぞれ1枚 と して2枚 に分け るように した り,ワ ー プロだ

と資料の積み重ねが しやす いが,手 書 きで も有効に活用で きる手だてを考えた り,さ らに

検討す る必要があ る。
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一 人 一 人 が 意 欲 的 に 活 動 す る た め の 指 導 の 工 夫

一 一人一人を生かす集団での指導の在 り方

1主 題設 定 の理 由

一人一人の子 どもが,社 会の変化に主体的 に対応 して生 きて いくことがで きるようにす る

ためには,そ の資質 や能力を育て る必要がある。 そのたあには,ま ず,一 人一人の子 どもた

ちが意欲的 に学習に取 り組み,生 き生 きとした学校生活が過 ごせるように してい くことが大

切である。で きない ところをで きるよ うにす るというよ うな,課 題達成面のみを目標 とする

ので はな く,一 人一人の子 ど もの 「良 さ」を積極 的に見いだ し,子 どもが持 って いる様 々な

可能性を引き出 し,伸 ばす ことが大切であ ると考 えた。 このよ うな観点に立 って,授 業の一

っ一っの指導場面での一人一人の子 どもの課題を明 らかに し,指 導の手立てを考えて行かな

ければな らない。

この ようなことか ら,前 年度の成果の上に立 って,一 人一人の子 どもが意欲を持 って生 き

生 きと活動す るにはどのような工夫が必要かを研究の主題 とす ることに した。

一人一人の意欲を育てる指導 は,集 団での指導場面で も大切であ る。集団での個の指導に

視点をおいた先行研究が少な く,ま た,集 団での指導場面で は一人一人への具体的な対応が

埋 もれが ちになるので,「 一人一人を生かす集団での指導の在 り方」 という主題を設定 した。

II研 究 の経過 と方 法

1.研 究の経過と主な内容
一

月 内 容 月 内 容

5 研究主題の仮決定と研究方法の検討 10 指導案の検討及び授業研究

6 各校の実践例の検討,主 題 の本決定 11 研究の まとめ,研 究報告書原稿の検討

1 主題に関する共通理解を図る 12 研究発表の内容 ・方法の検討

8 ビデオ分析を踏まえモデル指導案の作成 1 発表会準備と資料作成

9 指導案の検討及び授業研究 2 研究発表会

2.研 究の方法

(1)研 究主題の検討

各自の希望する研究主題を持ち寄 り,共 通項 目を主題 と して取 り上げる方向で討議を重

ねた。その過程で,先 行研究の検討,ビ デオによる実践例の検討を行 い,主 題 を決定 した。

(2)授 業分析 とモデル指導案の作成

ビデオの実践例に基づ き,集 団の形態,教 材 ・教具,人 間関係等が,意 欲 とど う関連 し
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ているのかを検討 した。また,KJ法 を利用 し,「集団の中で個を生かす」ための指導上

の配慮事項について整理 し,項 目を もとにモデル指導案の様式を作成 した。

(3)授 業研究

授業研究を行い,指 導案の検討および,具 体的な指導 について討議 を深めた。

皿 研究 内容

1.「 集団の中で,一 人一人を生かす」指導方法の検討

各校か ら指導事例を持 ち寄 り,指 導方法を検討す ることに した。様々な指導事例が出され

たので,集 団での指導の方法を共通理解す るため に,領 域 ・教科を合わせた指導の形態であ

る日常生活の指導 と生活単元学習の事例をとりあげることと した。

事例を検討 した結果,成 就感や成功感が味わえ るようにす る,意 欲的 な活動になるよ うに

す る,集 団の活性化を図 る等の指導方法に関す る観点が多 く出 され,そ れぞれに共通 して,

「一人一人の能力 ・特性に応 じた指導」が前提にな っていることが分か った。一人一人が集

団の中で生 き生 きと活動 して いるとい うことは,取 りも直 さず,一 人一人が意欲的に学習に

取 り組んでいるとい うことであ る。

また,一 人一人の子 どもが,友 達や教師 との関係を意識 しなが ら集団を構成 している。す

なわち集団 に所属 しているとい う意識 を もちなが ら,意 欲的な活動 を積み重ね ることが集団

の活性化 に もっながる。従 って,そ の意欲的な活動をど う引 き出 してい くか,集 団の中で一

人一人に焦点 を当てた指導を どう工夫 してい くか とい うことが,何 よ りも先に考えていかな

ければな らない問題であるとい うことを共通理解 した。

2.指 導の工夫 を考える視点

集団の中で一人一人を生かす とい うことは,一 人一人の子 ど もに合わせた具体的な指導を

行 うということである。 そのよ うな指導を計画的 に着実に行うためには,一 人一人の障害の

状態,興 味,関 心,意 欲を的確 に把握す る必要があ る。子ど もが もっている学習能 カー表現

九 思考力,判 断 力等 一を伸ばすためには,子 ど もの個性 を積極的 に見いだ し,学 習意欲を

引 き出す ことが大切である。 このよ うな共通理解の もとに,主 題お よび研究対象 とす る集団

の形態 ・事例が決定 された。

3.事 例の分析 と観点の整理

各学校の授業の様子 を収めた ビデオを見 ることによって,区 立校 と都立校 の違い,学 部 ・

学年での違い等の認識 を深めなが ら,共 通する課題 を探 った。次 に,集 団の 中での個別の指

導が配慮 された授業の ビデオを4校 か ら持ち寄 り,指 導案 と対比 して授業分析を行 い,一 人

一人を生かす,生 活単元学 習の計画の望 ま しい在 り方を検討 した。
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その際,細 かな検討課題 を集約す る過程で,「 集団あっての個人か,個 人あ っての集団か 」

とい う議論が持ち上が って きたため,再 度主題に沿 った形で共通理解を図 った。 すなわち一

人…人を生かす集団での指導の在 り方 というの は,集 団での個別指導の在 り方,及 び個別的

配慮の仕方 とい うことである。換言すれば,「 集団指導の中で,個 別の指導計画 に基づいた

授業づ くりを目指す」 ということである.

そ こで,具 体的に ビデオを見る観点を整理するために,各 校の 日頃の実践を踏 まえて一人

一人を生かす集団での指導の在 り方での重要な点 と,問 題点を カー ド化 し,KJ法 で整理 し

てみ た(カ ー ド数107枚)。

その結果,次 の ような小項 目に整理す ることがで きた。

① 子 ど もの体調や精神状態、行動等の把握を しっか り行 う。

② 子ど もの能 力 ・特性 に合わせた課題設定が必要である。

⑧ 教師集団の役割分担を明確にする。

④ 教師と子 どもの共感関係を深め る。

⑤ 子 どもの能 力 ・特性に合った指導方法を工夫 し,子 ど もに 見通 しを持たせ る。

⑥ 子 どもの 自主的活動を重視する。

⑦ 子ど も同士のかかわり合いを重視す る。

⑧ 目的,課 題に応 じた集団を設定す る。

これ らを,

A.課 題設定B.指 導方法の工夫

C.教 師の役割分担,子 ど もとの関係D.子 ど も同士のかかわ り合 いと自主性

という4っ の大項 目にまとめた。 このA～Dを ビデオによ る授業分析の観点 とし,そ れぞ

れの観点 で ビデオを見るための班を編成 した。各班に分かれ,同 じビデオを4回 見て気がっ

いた ことをカー ドに記 入 し,KJ法 を使 って整理 した。

4.「 一人一人を生かす集団での指導の在 り方」の模式図の作成

KJ法 によ って整理 ・確認された授業分析の結果を基に,一 人一人を生かす集団での指導

の在 り方を構造化す ることとした。 この結果を模式図 に示 した ものが図2で ある。 この図に

対応 させて,具 体的な実践の場で指導計画を作成す る際に必要な項 目を整理 した。その結 果

モデルとなるべ き指導案を模式図に示 した ものが図3で あ る。 また,こ の指導案の様式例が

図1で ある。
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〈指 導案 の 様式 例>

1.単 元 名

2,単 元設定 の理 由

例え ば学 部 目標(学 年 ・学 級)な ど

3.単 元の ね らい

4.単 元の学 習計 画(内 容)

第1日 寺:・・・……

対く日寺:… … …

第(⊃○ 日寺:・・・・…-

5.個 々の実 態 と単 元で の個 々の課題

6,本 時 のね らい

7.本 時 での 個 々の課 題 と指 導の 手 だ て

8,本 時の 展開*図1参 照

9.評 価の 観点

・授 業 の流 れ …… …授 業の 流 れ は適 切 だ ったか

・個 々の子 ど もの 評価 … … …一 人 一 人が 生 き生 きと活動 して い たか

・教 師 の対 応 …… …教 師の 対 応 は適 切だ ったか

・指 導 の手 だ て… ……指 導 の手 だ て を適 切 だ ったか

10.本 時 の指 導 計 画の 評価,ね らい,そ の他

図1本 時の展開 10:00^一

学習内容 子ど もの活動 教師の対応 指導上の留意点 教材

「L里 板_」,,....

'1'1C

T2

ABCD

T3

教材 ・教具
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備考'模 式図2の1と 模式図3のP

同 じ2と2・ の ようにそれぞれ
の番号は対応 している。
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IV指 導事例

1日 常生活の指導(精 神薄弱養護i学校小学部)

(11題 材名 「ピア ノに合わせて体を動かそう」

(2>題 材設定の理 由

小学部の指導 目標の 「丈夫で動 きの良い体や手指を育てる.,学 年の指導の重点の 「自

分の課題を理解 して,自 分か ら取 り組む1な どを実現す るためには,丈 夫で動 きの良い体

を自分か ら作 ってい くことが大切である。

そ こで,体 を十分に動か し,楽 しみ なが ら基本的な運動パ ター ン ・様 々な身の こな しを

身 に付けさせ るために,日 常 生活の指導の題材 として朝の運動 に取 り組むことに した。

大 きな集団の流れを生か しなが ら,個 々の課題 に合わせて、適切な指導が実現 されるこ

とが重要である。 そこで子 どもたち自身で動 きの変化がつかめるよ うに,ピ ア ノの曲目を

種 目ごとに変化 させ授業の流れを構成 した。子 ど もが意欲を持 ちやすいように,子 ど もに

馴 染みのある曲を選んだ り,動 物の動 きの模倣を取 り入れ,こ の題材を設定 した、、

(3)指 導のね らい

① 基本的な運動0タ ー ンを獲得する.② 音楽にAcrわせて楽 しく体を動かす 、③ 大きな

集団の中で,自 分か ら動 こうとす る。④ 持続 して体を動かす,,

(4}指 導計画

毎朝,小 学部全 員42名 で,年 間を通 して行 って いる。二学 期は走る時間を少な くし新

しい種 目に慣れ ることを課題に している。

以下の表(授 業の展開)の よ うな種 目を ピア ノ伴 奏に合わせて一連の流れ と して行 って

いるが,そ の時 によ って,走 る量を多 くしたり,種 目をカ ッ トした り,順 番を変えた りと,

組合わせは流動的に している。

(5)児 童の実態と課題

名

A

児 童 の 実

自分の課題を理解す ることが苦手であ るが,

音楽は大好 きで,雰 囲気に左右 されやす く,

乗 りやすい。

児[周 囲に気を取 られて自分の課題を途中で中

断 した りす る こと もあ る。

の 課

流れ に沿 って,持 続 して体 を動かす。

次の種 目への切 り替えを速 くする。

題『1コ

!'



13

児

C

日
」
』

周囲に気を取 られやす いが,意 欲的で自分

の課題を意識で きるよ うになってきている。

軽いまひがあり体が固いO

視覚障害があ る。

心臓疾患があり無理はで きない。

は じめに飛ば しす ぎて,後 半疲れることが

多いが意欲的である。

自分のペースで,走 り続ける。周囲に気を

取 られずに種 目に集中す る。

種 目の切り替えの時,す ぐに始める。

後半疲れてきて も,で きるだけ最後 まで自

分のペースで頑張 る。

(6)本 時のね らい

・流れを意識 して,体 を動か し続ける

・ピア ノに的確に反応 して,自 分か ら次の種 目に取 り組む。

(7)本 時の個 々の課題と指導の手立て

名

A

児

B

児

C

児

児 童 の 課 題

持 続 して 走 る。

集中 して 速 く次 の種 目に移

る、,

集中 して一っ一つの種 目に

取 り組む。

一人でで きる種 目を増や し

てい く。

疲れて きて も,気 持ちを持

続 して頑張る。

周囲に気を取 られずに自分

のペースで自分の課題 に集

中 して取 り組む。

指 導 の 手 立 て

走 りの時声掛 けで気分を盛 り上げて しっか り走 るようにさ

せ る。

次の種目への切り替えを速 くするため立 ったり,し ゃがん

だ りす るときの 介助 や,簡 単を指示を してテ ンポを作れる

よ うにす る,,

1

気を散 らさないで 自分のペースで走れるよ うに,時 々教員

が一緒 に走 る。

スキ ップやサ イ ドステ ップは,教 員が手を取 ってテ ンポを

合わせて行 うよ うにす る。

後半 疲 れて きて も,歌 を歌 って励 ま した り して,最 後 まで

自分の ペ ー スで 動 け るよ うにす る。

スキ ップは 自分 の ス ピー ドで 行 うよ うに,教 員 が 介助 す る。

手押 し車 は,周 りのペ ー スに合わ せ て い く。
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(8)授 業の展開

学習内容 児 童 の 活 動 教師の対応 指導上の留意点 教材 ・教具

① ダ ツ シ ュ笛
の 合 図 で
ス タ ー ト

r?:7E_ 雛育館の縦を笛図で集団で走
る。

職 ε諺rト の
「白 い線 、位 置 に つ

霧
八割 り程の子が走 り切ったところで
の合図を明確に行なう。
笛は簡潔に吹 く。

①笛

(9:25分 まで い て ヨー イ ドン!」

走る)

② リズ ム
(25分 間) 聾1 響寝 ぞ鯉 駆

運動や姿勢をして

② 合 図 の 声 掛 け で,
ス タ ー トす る。
「リ ズ ム頑 張 る ぞ

矯 難 響 させ・掛け声で矯 ちを
。い ろ い ろな 動 きの問 で 「円 の 動 き」

楽しむ エ イ エ ィ オ ー 」 「反 対 回 りjr集 合」 「縦 の 動 き」

「走る」 を随時折 り混ぜる。
歌の所は大きな声で生 き生きと歌って,
雰囲気を盛 り上げる。

1走 る

2歩 く
難

1走 る ・止 ま る

(タ ー ン)

2歩 く

1先 頭 にたって走
る

2一 緒に元気に歩

1教 員が先に元気に走 り雰囲気を盛 り
上げる

2タ ンバ リンでリズム ・テンポを明確

,駆 け 足 行 進

曲 等

,タ ンバ リン

く に す る 。 散 歩 ト トロ
よ り(歌)

3後 ろ歩き 3後 ろ歩き 3一 緒に元気に歩 3止 ま って い た').舞 め に歩 い て い る ,ク ワ イ マ ー

4横 転
a

4寝 た まま横に転

く

4腕 を バ ンザ イの

子に補助 して正しい方向を教える。

4一 定の方向(始 め東,後 半 は西)へ

チ

,ど ん ぐ り こ

コ←' が る 様 に伸 ば させ
る。

転 が らせ,互 い にぶ つ か らな い よ う
に す る。 始 め に 転 が りや す い 広 い と

ろ こ ろ(歌)

こ ろで 寝 か せ る。

5手 ブ ラ ブ ラ 5手 を ブ ラ ブ ラ 5一 緒 に 行 な う 5子 供の思の高さと距離を意識して模 ,ト レ モ ロ

範 を示 す。

6両 手 を横に
広げる

一 「

斥 一寵
6両 手 を横に広げ
て走る

6手 を広げない子
に見本を示す

6生 き生 きと楽しんでいるように模範
を示す。

,と ん ぼ の メ
ガ ネ(歌)

7両 手 を前に
合わせ走る

轄

笠づ～
7両 手 を前に合わ
せたまま走 る

7一 緒 に 行 な う 7手 を合わせるとき意識的に子供に模
範を示 して見せる。

;め だ か

8は い は い 凱 8は い は い(4つ
ば い)

8,9大 き な声 で
歌 った り,模 範

8一 緒 に 並 ん だ り,前 で こ こ ま で頑 張

る よ う励 ま し た りす る。

,お もち ゃ の
マ ー チ(歌)

9高 ばい 弧 9高 ばい
して 示 し た りす

る 。
9は い は い か ら の切 り替 えが 出来 て い

な い子 に,補 助 して 教 え る。

,お す も う く
ま さ ん(歌)

10し ゃが ん で 10し ゃが ん で 手 を io-一一緒 に行なって頑 10尖 足やマヒでしゃがむ姿勢の苦手な子 ,よ ち よ ち あ ひ

前進 ・憂・長 後ろに組み前進 張 るように促す。 の姿勢やバランスを補助 して教える。 る さん(歌)

11両 足跳び
勲鑑

11両 足 を そ ろ え て
ジ ヤ ンプ

11前 で 一緒 に行 な
う事 で.持 続 さ

11前 に進 も う と す る と足 が 撤 わ な くな

る の で ゆ っ く り進 ませ 揃 わ せ る よ う
,う さ ぎ

せ る 。 にする

12腹 ばい前進 彬
「

12腹 ばいになって
前進する

12足 の蹴を補助す
る

12蹴 りの感覚を得 られるよう手をあて
がって補助する。

,王 さ ま と私

13仰 向 け 四 つ
ば い 撚ン

13仰 向 け に な っ て

4つ ば い

13持 続 す る よ うに
一 緒 に行 な っ て

13始 めに仰向けになれない子に姿勢の
とり方を補助する。

,ア ラ ベ ス ク

促 す。

14ボ ー ト こ ぎ 翌 14尻 をつ いて足 を前
に出 し前 後 に反 動

14持 続 す る よ う に
一 緒 に 行 な っ て

14動 き方が しっかり身についていない
子は,前 後に揺すって進む感じを教

,お 舟 は ぎ っ
ち ら こ(歌)

をっ けて進む 促 す。 え る 。

15両 手 両足ジ 15し ゃがんだ姿勢 15気 持ちを盛 り上 15動 き方 が は っ き り しな い 子 は お 尻 を ,う さ ぎ が ピ

ヤ ンプ D か ら前 ヘ ジ ャ ン
プ

げ る よ う元 気 に

歌 う。
持 ち あ げ て ジ ャ ン フ す る感 じ を伝 え
る。

ヨ ン(歌)

16集 合

班
16集 合 16素 早 く移動して

方向を分かる様
にする

16リ ーダーは前の種目の進行方向へ集
合させ るように合図の笛を吹いたり,
素早 く移動しなが ら導 く。

;FullofJoy

17大 股 歩 き

鱗鍛
17大 股 歩 き

(ゆ っ く り)

17オ ー バ ー な ア ク
シ ョ ンで 一 緒 に

テ ンtを 取 る

17せ か せ か歩 く子 に ゆ っ く9落 着 い て

合 わ せ る様 テ ン ポ を 取 って あ げ る。

,驚 樗 くハ イ
ド ン)

18ス ラ イ デ ィ
ン グ 費貿

18ス ラ イ デ ィ ン グ
(寝 る)

18NEて いな い子 がい
ない か確 認 してす

ぐ対応 す る。

18子 供 同士がぶつか らないようr"位
置関係 を見る。

;P.グ1メ ッ

サ ン ト

19二 人組にな
り歩いて集
合

㍑溜
19=人 組 になって
歩いて集合

19全 員組に成って
いるか確認 し相
手のいない子へ

19テ ンポ の 合 う子 同 士 をペ ア に す る。 ,ぽ か ぽ か て
くて く{歌 〉

対 応 す る。

20横 歩 き '糟 20横 向 きに な っ て

歩 く

20歌 を歌 っ て テ ン
ポ を取 りや す く

20,21後 ろか ら腰 等 を支 え て,体 の横

向 き を保 持 す る 。

,赤 い か に 子
が に(歌)

す る。

ziサ イ ド ス テ zi向 か い 合 いサ イ zi始 めに二人組で ,軽 騎 兵

ッ プ 讐熱 ドス テ ッ プ す る 向 か い 合 わ せ る。 ～

22ス キ ップ 22ス キ ップ 22腕 を取 り リズ ム 22膝 を あ げ る こ と を意 識 して教 え る。 ,調 子 を そ ろ

に含わせて補助 スキップの前段階 として片足だ鍵さ え て ク 婆 ツ

す る。 せ て も良 い 。 ク ク リッ ク

23手 押 し車 罐 23手 押 し車 23途 中で手を離し 23止 ま らな い よ うに促 した り,端 まで い ,走 れ よ小 馬
たら持 ちなおさ ったら持ち手を交替 しているか様子を (歌)

せ頑 張 らせ る。 見 る。交替 しない と きは指 導 す る。

個々にブ リッ
チ逆立ちを行 徹

ブ リッ チ～50カ ウ
ン ト

数を数えて目安を
示 してあげる

な う
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(9)評 価

① 授業の流れ

集合前の ダッシュの運動 は全学年が集合するまでの時間 を使い,児 童に 見通 しを持た

せるのに役に立 っている。歌は児童の次の動作への判断の良い材料にな っている。歌を

歌 うことによ り,元 気に頑張 る雰囲気を盛 り上げている。

しっか りした集団の動 きや流れ,勢 いが,動 きの遅 い児童を引 っ張 り,気 持 ちを前向

きに している。 しか し,動 作の遅い児童への配慮 には工夫の余地があ る。個 々の児童 に

合わせた動作を細か く検討す る必要 があ る。

② 児童の評価(一 人一一人が生 き生 きと活動 していたか)

A児 は自分か ら動 きに くく,次 の動 きに入 りに くい。介助を行 うことにより生 き生 き

と参加で きて いた。

B児 は活動的だが,ま ひのためきちん とで きないところ もある。 まひに対 しての援助

を工夫す る必要がある。

C児 は曲の流れなどよ く分か って いる反面,先 を見越 して,運 動をやめ るの も早 い。

最後 までや りとげ られそ うな種 目を前 もって決めてお く必要がある。

③ 教師の 対応

役割を明確にす る。全体の動 きが スムーズに流れていた。複雑な動 きの種 目になると,

教師がついて介助や指示を していた。

ほとんど全ての児童が終始授業 に参加 して いたが,難 しい動 き(ゆ っ くり歩 く,ジ ャ

ンプ,両 足跳び,サ イ ドステ ップ,ス キ ップ)な どは教師の手が足 りなか った。 さらに

児童 に合 った課題を設定 し,児 童が十分活動で きるような過不足のない援助を考え る必

要がある。

④ 指導の工夫

姿勢の低い動 きの時,教 師が児童の前に立っ ことは威圧感を児童に感 じさせやす い。

児童の目の高 さに合わせて指導することを心掛 ける必要が ある。

一人一人の児童に 「～ しなさい」な ど言わず に,歌 を歌 うことにより児童の気持 ちを

盛 り上げて いる。補助の方法にっいては,年 度 当初に研修会を設けて共通理解を図る。

〈10)本時の指導計画の評価

多くの児童が 自分か ら取 り組んでいたが,十 分参加で きていない場面 もあるので,さ ら

に個 々の課題 を明確 にして,児 童が十分活動で きる指導場面の設定を考えてい く。
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2生 活単元学習(精 神薄弱 養護学校高等部)

q)単 元名 「自分の衣服を洗濯す る」

(2)単 元設定の理 由

本校で は,毎 朝の活動 の一つと して,持 久走(15分 程度)を 行 っている。その時汗をか

くのでマラ ソンの後に着替 え るよう指導 しているが,「 なぜ 着替えるのか.1わ か らないま

ま着替えている生徒 も少な くない、、衣服の汚れにつ いて も関心が低 く,中 には学校で一度

着て持ち帰 った体操 シャツをその まま持 って くる生徒 もいた。清潔 ということを説明 し理

解 させ るの は難 しいが,社 会に出てい く上で,ま た体を健康に保っ という意味で も身に付

けて行かなければな らない大切な ことの一っであ る。清潔や衛生 という事につ いては毎 日

の生活を通 して学級で も指導 しているが,今 回は自分の着た物を使 って,家 庭で も日常的

に行われて いる洗濯を学級で取 り上げ ることに した。

(3)単 元のね らい

① きれい ・汚いを自分で判断 し,汚 れ ものを区別す る、、

② 手で洗 う洗濯 と洗濯機を使 った洗濯の手順を覚える。

③ 衣服の汚れを意識 し,清 潔を心が けるようにす る。

(4)単 元の学 習計画

第1時 着替えの必要性 と清潔の理解。汚れ物の区別。

第2時 洗濯の手順の理解。

第3～4時 自分の シャツの手での洗濯。

本 時 洗濯機 と洗濯板を使 った シャツの洗濯。

(5)生 徒の実態 と単元での課題

生 徒 の 実 態
一

単 元 で の 課 題1

A

男

落ち着 きがな くじっと してい られない。 し

か し好奇心 も強 く,何 事 にも意欲を持 って

取 り組め る。

・自分で判断 して,汚 れた服を着替える1

・洗濯の手順を理解す る。

・きれいにたため るよ うにす る。

B

男

汚れた シャツを翌 日また平気で きて しまう

ことがある。家で も自分で洗濯 しているが

十分ではない。

・洗 濯 の仕 方 ,手 順 を覚 え る。

・着替 え か ら洗濯 ,管 理 まで,生 活 の 中で,

清潔 を意 識 で きるよ うにす る。
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自閉 症。 自分 の パ ター ンに強 くこだ わ る こ

と もあ るが,身 の回 りの こ とは ほぼ 自立 で

きて い る。

左半身にまひがあ る。片手が使えず,一 部

介助が必要。簡単な内容は言葉で伝え られ

る。

・きれいと汚 いの判断をで きるようにす る。

・洗濯の手順を覚える。

・集中 して課題に取 り組むようにす る。

・きれいと汚 いの判断をできるようにす る。

・洗濯の手順 を覚える。

・左手での押 さえ方を工夫す る。

㈲ 本時のね らい

① きれいな シャツと汚れ たシャツの区別をす る。

② 洗濯に必要な物 を覚え,自 分で準備をす る。

③ 洗濯機 洗濯板を使 った洗濯の手順を覚え る。

(7)本 時での個 々の課題 と指導の手立て

生 徒 の 課 題 指 導 の 手 立 て

A

男

汚れ物を区別す る。

洗濯板で洗 う,準備 ・片付け も自分です る。

触 らせた り,臭 いを嗅がせたりする。

洗濯 に集中す るよ う頻繁に声掛けをす る。

B

男

洗濯機を1台 まかせ,準 備か ら干す ところま

でを一人でする。

指示を出さず,表 を見て 自分で確認 して進

め るよう促す。

C

男

洗濯板で シャツを洗 う。

準備か ら片付けまで自分で考えて進める。

周囲の友達や絵 カー ド等を見て,自 分で必

要な物を用意す るよう促す。

D

女

洗濯板での手洗 いの準備をす る。

左手 も使 って,洗 濯板で シャツを洗 う。

必要 な物 を絵カー ドで提示す る。

左手 を補助 し一緒 に洗濯板を押 さえる。
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(8)本 時 の 展開

学習内容 生徒の活動 教師の対応

① あいさつ ① あいさつ ① 日直の生徒 に促す。①
輩

② きれ い ・き た な ②提示 された物か ら, ②用意 した シャツの ②
い きれ いな物 ・汚 い 中か ら何点か取 り

物を選ぶ。 出 し選 ば せ る。

選んだ理 由を説明
させ る。

③洗濯の仕方

④洗濯 〈洗濯機〉
(教 員一生徒)

T1{1男

〈洗濯板〉

・・{1量

・・低

T4-J

③準備:必 要 な物を
あげ実際に用意す

る。

手 順:絵 カ ー ドで

確 認

④B男.E,Fは 洗

濯 物 置 場 か ら自分

のTシ ャツ を持 っ

て きて,各 自洗 濯

機 を 使 って洗 う。
→脱 水 ま で

準 備

洗 濯 板,洗 剤,T

③洗濯に必要 な物を

発表 さぜ絵 カー ド
で確認 して い く。

絵 カー ドと同 じ物

を用意 させる。

字→絵 の順で,生
徒にカー ドを選ば
せ るQ

を観察。

間違いが あったと
きは,指 摘す る。

点意留の上導指

半てつ

。

か

る

向

座
に

に

板

形
黒

円

①

。
易

付

る
難

び

せ

て

。
結

Q

ば

つ
る

に
る

選

よ
え
活

え

に

に
変

生
考

員
徒

を
常

て

全

生

度

日
け

②

徒

ば

生

選
い
を
な
ド

き

一

で

カ

徒

し

識

生

け

意

。

は
掛

に
る

員
声

業

ぜ

教

で
授

さ

Q
の
く

ら

け

言

は
る
助

近

が
向

発

に
せ
補

の
な
を

③

手

,
て
す

,
や

見
断

ず

紙

を
判

が

さ
た

子

え
す

出

い
様
考

促

は
書

の
で
う

示

を

達

分

よ

指

順

友
自

る

④き動

た

の人3がーT④

⑤干す

⑥ まとめ

シャツを用意 し,

水をためる。

洗 う

終わ った ら,教 師
に見せてか ら次の

を洗 う。

すす ぎ

きれ いな水 に入れ

換えてすす ぐ(2
回)

しぼ り

1枚 つつ しぼるo

⑥全員で洗濯物を決 ⑤ できるだけ自分の
め られた場所 に干'

す。

⑥干 した洗濯物を比
べる。

洗濯物を見直 し,
まず いところがあ

れば直す。

絵 カー ドな ど も使 間 違 いは,友 達 と

い なが ら自分 で 用 比 べ させ て気 づ か

意 させ る。 せ る。(水 ・洗 剤

水の 量 を 示す 。 の量 ・洗 濯機 の 向

き等)

う ま くで き な い生 汚 れ て い ると こ ろ

徒 には,手 を添 え を確 認 しなが ら洗

て 一 緒 に洗 う。 う。

洗 い終 わ った物 を`指 先 は きれ いか

確 認 す る。

手 を 添 え てや って 泡,ぬ め りを意 識

み せ る。 させ る

数 を数 え なが らす

す ぐ。(時 間)

き つ くしぼれ る よ 手 の 握 り,r.ue

う 声 か け を す る。 げ延 ば し

⑤ しわ にな った り,

や り方 で 干 させ る。 の び た り しな い よ

うに気 を つ け る。

⑥ 適 当な物 を選 んで,⑥ 自分 が 着 ると きの

生 徒 に 比 較 さ せ,こ と まで 考 え させ

寅 い所 ・悪 い所 を る。

生 徒 に 指 摘 させ る 比 べて,自 分で 気

個 々へ の指 示 は出 つか せ るよ うに す

さ な い。 る。

教材 ・教具

②昨 日着てい
た体操 シャ

ツときれい
の シャツ

③絵 カー ド

洗剤
洗濯板
ハ ンガー

等

④洗濯物 ・洗

剤
昨 日着てい

た体操 シャ
ツ

絵 カー ド
洗剤 ・洗濯

板
昨日着てい
た体操 シャ

ツ

⑤ 洗濯 ば さみ

物 干 し竿,

名札ハンガー

(9}評 価

① 授業の流れ

洗濯の一連の活動を,自 分の シャツを使 って始めか ら終わ りまで通 した ことは,生 徒
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にとって見通 しが持 ちやすか ったようであ る。洗濯の場面では,一 人一人の役割 と場所

を明確に した ことで,よ り集中 して取 り組めた。干す場面では,全 員が一斉に行 うこと

によ り,生 徒同士が比較 し合いなが らできた。

② 生徒の評価

A男:自 分の分か る範囲で は積極的に取 り組めていたが,少 しで も難 しくなると考え

ようとしな くな る。洗濯(手 洗 い)は 途中で水で遊んだ り友達に手 を出 した り

といった行動 もあ ったが,自 分な りに手順 は理解 しており準備など もで きてい

る。一・つ一つの作業を,も う少 し丁寧 にできるとよい。

B男:家 で も洗濯 していることか ら,洗 濯機の使い方 ・手順は大体理解で きている。

細かな点で 自信が ないためか慎重になりす ぎているので,見 通 しを持て る活動

はどんどんや らせて 自信を持たせ ることが必要で ある。

C男:耳 を押 さえて聞いて いないよ うなところもあ るが,絵 カー ドなどの課題を与え

るときちん と答える。隣の友達のや り方に左右 され る場面 もあ ったが洗濯(手

洗 い)は,一 つ一 つ丁寧 にで きている。 また,準 備 ・片付け も全体の流れを見

てやれて いた。

D女:発 言 ・行動に移 るまでに時間がかかるが,大 体の手順 はっかめている。洗濯(手

洗 い)も,一 人で準備 して始め られる。短時間だが,意 識 して左手 で洗濯板を

押 さえて いることがで きた。全体を通 して,ま だ教師の声掛けが必要である。

③ 教師の対応

リーダーの教師 は一人一 人の力に合わせた質問を全員に用意 してお き,リ ーダー以外

の教師は生徒の反応に注意 し個々に必要 な手 だてを行 う。洗濯の仕方は,よ り生徒の実

態に合った洗い方の工夫が必要であ る。

④ 指導の手だて

絵 カー ドは手順を説明す る場面だけでな く,道 具の置 き場所の指示等実際 の洗濯の場

面で も使 ってい くようにす る必要がある。悪 い干 し方で乾 いた シャツの例示 は分かりや

す く,生 徒 は乾 いた時を意識 して干す ことがで きた。

(10)本 時の指導計画の評価

自分の物を自分で洗濯 し,そ れをまた自分で着 るということで,生 徒は洗 った後 を意識

し,よ り集中 して取 り組む ことがで きた。 また,そ れを生徒同士が比較 し合 うように進め

た ことで 「きれい→清潔 ・か っこいい」,「きたない→不潔 ・か っこわ るい→恥ずか しい」

という意識を引 き出す ことがで きた。 しか し,洗 濯の技術的 なカは不足 しているので,今
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後は学習 したことが家庭での実践に結びっ いてい くよ うに したい。

Vま とめ

集団の活性化を図るためには,授 業の中で一一人一人の活動が意欲的に行われているかとい

う点が重 要視 され る。 そのためには,意 欲を引 き出す側であ る教師がいかに集団の中で,一

人一人に焦点を当てた指導の工夫を して いるか ということに尽きると思われ る。

そこで,で きるだけ授業 を細か く分析 し,集 団の中で一人一一人を生かす指導の手だてが ど

う図 られているのか という視点に立 って,KJ法 を活用 して,モ デル指導案を立て,授 業研

究を進めて行 った。

進 めて行 く過程で,ビ デオを見る観点 をKJ法 を用 いて整理 した ことは,図 ②③を作成す

る上で役立 った。そ して,研 究授業の指導案作成で図②③ を実践 に当て はめ,要 点を絞 って

フィー ドバ ックす ることがで きるな ど,指 導案作成と評価の両面で活用で きる良 さがあ った。

その際 大 きな4つ の項 目を綿密 に検討 した結果,以 下の点が主 に大切であることを授業後

の反省を もとに して確認 した。

1課 題設 定について

・授業 において,一 人一人の課題を明確にす るためには,実 態を正確に捉え,目 標(学 校 ・

学年 ・学級 ・単元)に 基づ いて,ね らいや指導の手だてを考える等,個 々の実態とね らい

が合 うよ うにす る。

・一人一人の能力差に応 じることがで きるように,課 題を細か く設定する。そのためには,

興味 ・関心を引き出 しやす い ものか ら導入す る。

・個別の 目標 は具体的に設け,自 ら見通 しを持 ちやすい(取 り組みやすい)も の にす るな ど

それぞれの動 きが活発になるように設定す る。

・授業終了後,結 果に対 して反省点や満足感,成 就感が得 られ るよ うにす る。

2指 導の工夫 について

・集団における活動の中に も,一 人一人に応 じたね らいを設け,場 面設定をす るとともに,

個 々への課題の手だてを明確 に捉えて指導する。

・自主的 に活動す る場面を設けるために,授 業全体の流れを分か りやす くし,見 通 しを持て

るよ うにする。例えば,授 業の流れを固定化 ・反復す ること も必要である。

・授業の展開に応 じて,能 力別,課 題別にグループを編成 し,個 々への手だてを しやすいよ

うに工夫 したり,同 じ課題を与え ることにより他を意識 した行動 にっなげ られるよ うに,

集団での グループづ くりに配慮する。
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・授業毎の個別のね らいを明確 に し,授 業の山場を的確に捉え,指 導する。

・一人一人に意欲を持たせ るためには,個 々にとって具体的で分か りやす い教材 ・教具を取

り入れ,自 主的な行動を生む手だてを工夫する。

・一人一人が見通 しを もちやす いよ うに指導の手順を明確にす る。 また,教 室の環境整備に

お いて も,教 材の配置や数など個々のね らいに対応 させる。

3教 師の役割分担,共 感関係について

・個別のね らいを明確に し,教 師同士の共通理解 を図る。そ して,授 業の中で一人一人が課

題を持 って取 り組め るように過不足のない対応の仕方を考え る。

・教師の役割分担を明確に し,教 師が指導す る位 置 も細か く考慮する。児童 ・生徒が集中で

きるよ うに リーダーはで きるだけ一人 に し,他 の教師は個 々の子ど もの反応を見なが ら細

かに対応す る。

・教師は児童 ・生徒 との親和的な関係がで きるよ うに努め る。

VI今 後 の課 題

本分科会 は,「集団の中で一人一人 を生かす 」ことが,集 団全体を活性化 してい くとい う

仮説 を立て,研 究を続 けて きた。授業研究を通 して,集 団での指導の中に も個に応 じた指導

が必要で,指 導の手立てを尽 くせば,児 童 ・生徒の学習意欲を引き出せることが分か って き

た。 このように,個 に応 じた指導 は,一 人一 人の児童 ・生徒の興味 ・関心を引 き出 し,学 ぶ

意欲を育てるとい う 「新 しい学力観」に もっなが る。

今年度は,集 団の中での個別指導に焦点を当てて研究を して きたが,個 々の指導を更に充

実 させ るためには,集 団での指導の方法 その もの も,も っと検討 される必要があ る。

そ こで,今 後の課題 として集団全体の動 きが どのよ うに個 々に影響 を与えるのか,ま た一

人一人を生かす指導をす るためには,ど のよ うな形態で集団の指導をす るのが適切か とい う

こと も明 らかにす る必要がある。

今年度の研究の成果を更に発展 させ るためには,① 一人一人の児童 ・生徒 を重視す るとと

もに,集 団の中で横のっなが りである子 ど も同士のかかわ りを通 して集団の活性化を図るに

はど うしたら良いのか,② 集団全体の レベルア ップを図 るには授業の流れをどのよ うに作 っ

ていけばよいのか,③ 集団指導における場面設定 ・授業の流れ ・場の雰囲気 など,そ れ らの

相互的なかかわりをどのように調整すれば,一 人一人を生かす授業 となるのか,な どを明 ら

かにす る必要があ る。
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児童 ・生徒 の障害 の状態 に応 じた養護 ・訓練 の指 導

一…-r意 思の伝達」の指導を中心として一一

1主 題設 定 の理 由

本分科会は,盲 ・ろう ・養護i学校(肢 体不 自由,精 神薄弱)と 心身障害学級の教員10名 で

構成 されている,,各 研究員の担 当 している児童 ・生徒の障害種別や学部等が様 々であるため,

研究 テーマの設定に当た っては,各 自学校における養護 ・訓練の指導の問題点や事例を持 ち

より,全 体 として共通する課題 を検討 してきた。

各研究員か ら出 された課題等は,① 障害の非常 に重い児童 ・生徒へのかかわ り方,子 供の

サ インの見方にっ いて,② 意思の伝達の方法の改善,③ 対人関係,心 理的適応に問題のある

児童 ・生徒への指導の在 り方の3点 まとめ られ,こ の三っの課題か ら次のような検討が され

た。 まず,上 記の課題 は学習指導要領における養護 ・訓練の 「意思の伝達 」あ るいは 「心理

的適応 」の領域であ る。 しか し,こ の2領 域 は切 り離 して考え られず,ま た,「心理的適応」

の問題 は,意 思の伝達が不十分であるために起 こることも多い。 したが って 「意思の伝達」

の指導を中心に,併 せて心理的適応の面を も考慮 した指導 にっいて研究することと し,上 記

の主題を設定 した。

「意思の伝達」の指導については,昨 年度 も研究主題 として検討 されているが,一 人一人

の実態等に即 した障害の改善,問 題への対応という点では課題が残 って いた。 この点をさ ら

に探求 し,「 個 々の発達課題は何か」とい う視点で研究を進めてい く必要があると考えた。

以上か ら,今 年度の研究 は,昨 年度の成果を参考 としなが ら,上 記①～③ の発達課題によ

り3グ ループに分かれ,児 童 ・生徒の一人一人の課題 に応 じた 「意思の伝達 」の指導の在 り

方や指導内容 ・方法の工夫 について研究することに した。

II研 究 の方 法 と経 過

5月 ～6月 各学校における養護 ・訓練の位置付け,指 導計画,指 導事例の報告,昨 年度の

教育研究員報告書や学習指導要領な どの読み合わせや話 し合 いを行い,養 護 ・

訓練の共通理解を図 った。そ して研究テーマを検討 し,決 定 した。

7月 ～8月 各グループごとに指導事例の実態把握,指 導計画,指 導内容 ・方法につ いて整

理 した。 これ らを基礎 と した各自の実践を持 ち寄 り検討 した。主題の考 え方を

全体でまとめた。特に,実 態把握 に焦点を当て討議を深めた。

8月 ～11月 指導事例の指導案を持 ち寄 り検討 した。研究授業を行い仮説を検証 した。グルー
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プ毎に報告 し,全 体で話 し合いを してまとめた。原稿の執筆と検討。

12月～2月 報告書の原稿校正,研 究発表の内容検討,準 備,練 習,発 表会。

In研 究 の 内容

「意思の伝達」の とらえ方については,昨 年度の養護i・訓練分科会と同 じ方向で 考えてい

くことを確認 し,研 究の内容を図1の よ うに整理 した。

1的 確な実態把握のために

意思の伝達 においては,教 師が児童 ・生徒の意思や要求な とを的確 にとらえることが,指

導計画を立て,指 導内容 ・方法を明 らか に してい くうえでの基礎 となる。実践の中で も,児

童 ・生徒 とかかわ りなが ら様 々な表現を手がか りとして反省 ・評価を し,計 画 ・内容を見直

す ことが重要である。今年度 はそのよ うな考えを基に実態把握を中心に研究 を深めた。実態

を把握するに当た って は,年 齢 ・主障害 ・生育歴 ・教育歴 ・発達診断等 による発達的な側面

の様子,家 庭の状況等の基礎的デー タを集め考えてい くとともに,以 下の4つ の視点が重要

である。 なお,実 態把握が主観的にならないよ うに,児 童 ・生徒に接す る人と常 に連携 し,

複数の担 当者の目で客観的 にとらえる必要がある。

(1)対 人関係が どうなっているか

児童 ・生徒の身近 な人 とのかかわ り(親 ・兄弟 ・担任等),よ り広い範囲の大人とのか

かわ り(他 クラ スの担任等),友 人同士など対人関係の実態とどの ようなかかわ りを もち,

どのような意思疎通の方法をとっているかなどを把握す ることが重要である。 それ らを踏

まえ,教 師が様 々な働 きかけを通 して,さ らに児童 ・生徒 との関係を理解することが大切

である。

(2)要 求の表 し方(発 信者の表現力)を どうっかむか

児童 ・生徒の表現 は弱か ったり,的 確でなか った りす ることも多い。教師はゆったりと

見て,わ ずかな表情や視線の変化 ・身振 り,ま たパニ ック等あ らゆる行為 ・行動 を見逃 さ

ず にとらえ,外 に現れて いることを手掛か りと して何を要求 しようとしているかを考える

必要がある。そのたあに,そ の場 で分か らない場合などは記録を とり,そ の後の生活や学

習の中で理解す るよう努めたり,親 や他の教師 と共 に考えてい くことが大切である。例え

ば,「 自転車に乗 りたい」 と表現 した場合,そ れは,自 転車に乗せて欲 しいだけでな く,

その裏 に 「先生 と一緒 にいたい」 とい う要求が含まれていることもあ る。 この ように,児

童 ・生徒の内面 を考え理解 し実践す る必要があ る。
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教師等の働 きかけに対 して,児 童 ・生徒の受 け止め方は図1の ㊨～◎のよ うな様 々な場

合が考え られる。 この時注意 しなければな らないことは,教 師のC'7を 理解 してT/")1し て

いるのか,ま わりの様子や教師の身振 りを見て行動 して いるのか,目 課等の中で習慣的に

行動 しているのか等,何 を手掛か りと しているのかを明 らか にすることである、,そして,

内言語等を 含む児童 ・生徒の理解の様子を記録 に取 り,実 践の中で整理 してい くことが 大

切であ る

(4)相 互伝達(発 信 一受信 一発信 ・フィー ドバ ック)は どのような時に行われるか

児童 ・生徒とのや り取 りの繰 り返 しが,だ れと,ど のよ うな時 に,ど のよ うな内容 ・方

法で行われてい るかを知 る必要がある。

2指 導計画の作成に当た って

実態把握を手掛か りに図1の 指導計画①～③ を押 さえ,短 期的な目標だけでな く長期的な

目標 も設定 してい く。 また,家 族の願 いや思 いを受け止め,教 師の共通理解を図 りなが ら作

成す ることが大切である。

3指 導内容の選定に当た って

児童 ・生徒の実態によって異なるが,図1の1指 導内容」に表 した視点を もち,年 齢 ・発

達段階をお さえ,ど のよ うな経験を系統的に組織す るかということが重要である、、

4指 導方法の工夫について

環境の設定 や教材 ・教 具の工夫が重要であ るということはいうまで もないが,意 思の伝達

においては教師の児童 ・生徒に対す る分かりやす い働 き掛けが重要である,集 団で動 くこと

だけに 目を奪われ ることな く,一 人一一・人の児童 ・生徒が 自分のペー スで表現できるよ う,教

師の待っ姿勢が大 切である.,ま た,形 成評価の視点を持 ちなが ら進め ることも必要である。
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1内容の糠 鴎る

こ)f供 の魁,ぐ)場 を増 やし.確.£ に受山i

め,t供 に返してい く、

OJ供 のべ一スを 人切に 弓る。

()dし く,分 かQ禰つづいはたらきかげ

(、識 ・身ぶO,教 踊欄の 徹 な ど}を 心

掛け る。

○ コ ミュニケーノ5ン を とることの楽 しさや

・1・要督について知 らせ る。

,¥つ 返 し提小をitい
、フィー ドバ ・ソクした

り,チ ∫…クしたりして確かめ なが ら指導

つ る。

鐘 毛一

〇動作や表情 を引 き出すような実物 ・写真 ・

絵 ・文 茎などの教材を 工夫する。

(⊃素麺遊び ・感覚遊びなどの1占用

曳)fl!tの 晃達段階に合った場 面設定をする。
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V1指 導事例

1.事 例1一 表情 や身振 りに よ る意思 の伝 達 を習 得 させ る指 導((L.グ ルー プ)

〔D本 グループの指導 における重要点

本グループの児童 ・生徒は,登 校か ら下校 まですべて養護 ・訓練に関す る指導を必要 と

し,学 習の中心 は遊 びを中心に した,い わゆる感覚 レベ ルの学習内容であ り,個 別 ・小 グ

ルー プで 行 って い る。 指導 に 当た って は,な るべ く小 さな刺 激 か ら始 あ,児 童 ・生 徒 の反

応を じっくりとらえ,と のような時に教師の言葉を受容 し,身 体の どの部位を用いて発信

しているか,そ の発信が何を意味 しているのか等を見極め,そ の都度,適 切な言葉かけ(共

感 や承 認 な ど)を し,繰 り返 しの学 習 を 行 うこ とに よ り,一 っ の サ インと して 獲得 させ る

こ とが で き る と考 え る、 そ して,そ の サ イ ンを相 互 伝達 へ と結 び 付け られ るよ うに,さ ら

に,特 定の 人だけではな く誰 とで も相互伝達ができれば と'考えて指導 している。そのため

に,教 師の思 い込 みの 指導 とな らな いよ うに,ほ ほ笑み,手 の動 き,ま ば た きな どの 児童

・生徒のほんのわずかな反応を も見逃 さず,多 くの教師の目で とらえ,情 報を共有 し合 う

ことが 大 切で あ る1)

以下,肢 体不 自由養護学校(B養 護学 校)小 学部における指導事例であ る.

〔2)A児 の養護 ・訓練の個別指導計画

「 豊 ⊥塁L .上.」壁9歳 ・奨L]=・ 害璽1… 遡 趣 能・害1精繍 てんか・
身体の健康………生 活i)ズ ムは比較的安定 して いる、舌根沈下な どによ り呼吸機能低下が 見られる。i

心 理的適応………環境 の変化に敏感で あるが,極 端 な不適応状態に陥 ることは ほとんどない,,

環 境の認知………視覚 は明暗 を感 じて いるが,は っきりと した追視はQ.ら れない。聴覚 は,慣 れた人の声

児 運動.動作………書繍 獄 章鍮 替癌 脇 蝦1響 纏 蕊:
童 意思の伝達
・伝達 行動 ………身体を無理 に動か され たり,顔 を触 られ るなど本児に とって不快な ことに対 しては.目

の をパチパチ させたり,顔 を しかめ る。気持 ちが よい と思われ る時には 「アーアー」 と発

声 し,笑 顔が 見 られ る。慣れ ない環境 ・状況では表情 もさえず,顔 を しかめている こと実

が 多い。

態'対欄係'…'露なや舗駿繕1場 糠 繍1}鰐 璽 攣ll裡 漬讃 驚溜
・遊び 自らお もち ゃなどにかかわ って遊ぶ ことは ないが .グ ロ ッケンな どの音を聴 いてに っこ

りと笑 うこともある。揺 さぶ り遊 びに対 しては.姿 勢を安定 させ,ゆ っくり揺 さぶるL

笑 顔や声が 出ろよ うにな って きた」

旨
導
目
標

指
導
内
容

養護 ・訓練 の時間の指導
・他動的に関節の曲げ

・他動的に胸郭を広げ

養護 ・訓練に関す る指導
・わ らべ歌をべ一 スに

㎝

指
導
方法

形
態

幽

養護 ・訓練の時間の指導

養護 ・訓練に関す る指導

教育言果幸呈全般にオつた って

評
価

・四肢の動 きや変化に対

・教師のは たらきかけや

・環境の変 化1個 別←→

長 ・中期 目標…… ・四肢 ・体幹U)変 形 ・拘縮を防 ぐ。
r年 間～学期)・ 教師のはた らきか けを しっか り受け 止め,様 々な遊びを楽 しめ るよ うにす る、,

短 期 目標 関節 の屈 曲 ・伸展 や姿勢の変換の機会を増やす。
1月 ～週1・ 慣 れた教 師の声か けや遊 びの中で笑顔や声がた くさん出 るよろにす る。

r身 体の 健康』r運 動 ・動 作』 を中心 に
・他動的に関節の曲げ伸 ば しを した り,仰 臥位→横臥位 一腹臥位→座位… と徐 々に姿勢を変換する。
・他動的に胸郭を広げなが ら,呼 吸訓練を行 う。

・…r環 境の認知』r意 思 の伝達』 を中心 に

・わ らへ歌をへ一 スに視覚 ・聴覚 ・触覚 にはたらきか けた り,揺 さぶ りを行 う。

・養護 ・訓練教諭 と連携を とりなが ら,1対1の 個別指 導を行 う。

養護 ・訓練に関す る指導 ………同様の課題 を持 った 児童 と複数の教師 による小集団指導を行 う。

教育課程全般にわた って………個 別指導をへ 一スに,少 しずつ集団の規模や盾動に変化を加え るよ うに1

日,1週 間 …年間の計画を作成 す る。

・四肢の動 きや変化に対す る緊張 の度 合いはどうか。
・教師のは たらきかけや視覚 ・聴覚 ・触覚 な とに対 する反応 はどうか ,

緊 張の度合 いや刺激 に対す る反応 はどうか。
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(3) 養護 ・訓練の位置付け(授 業研究 は、「朝の活動J)

コ 「「-」<

1

i難嫁鋤. 課題別学 習

[個別]

④(☆)

①③⑤,.;麺;.'

z

　 一

見る ・聞 く

[小集団]

OO

●*

⑤

合同音楽

⊂集団ユ

②⑤(☆)

③ 童 塁

3

遊 び

[個別]

③(☆)

④⑤

4 摂食指導

5

摂 食 指 導[個 別]①(☆)、 ②

金

養 護 ・訓練

[個 別]

③(☆}

④ ⑤

感触遊び

[小集団]

③(☆}

OO

学級活動

[集団]

②⑤(☆)

撞号1腫勲

(4)目 標 と方 針(意 思 の 伝達 に関す る内容 に つ いて)

① 目標

ア

す る。

イ

f

③

運動 ・散歩

[小集団]

①④(☆)

②⑤

O授 業名

O授 業の形態[]

O養 護 ・訓練 の内容

①身体の健康

C')、已・王里白勺ゴ匿1応

⑧環境の認知

④運動 ・動 作

⑤意思の伝達
(☆主 たる内容}

O他 領域 ・教科 との

関連 一

長期 ・教師の言葉かけやはたらきかけを しっかりと受 け止あ,遊 びを楽 しめるように

短期 ・教師の言葉かけや揺 さぶ りなどのはたらきかけに気が付 くよ うにす る。

・教師の言葉かけに対 し,声 のす る方向へ顔 を向けるようにす る。

・教師の言葉かけやはたらきかけを受け止め,表 情の変化や発声で応えるように

する。

② 指導の方針

ア わ らべ歌遊びに重点を置き,心 地よいと感 じられるようなはた らきかけを多 くし,

快の状態をはっきり感 じ取 ることができるよ うにす る。 そのためには,本 児が働 はた

らきかけを しっか り受 け止め ることができるように,以 下の点 に留意す る。

・授業の流れを一定に し,長 期に取 り組む。

・本児がはたらきかけを受 け止めやすい姿勢を工夫す る。

・刺激が煩雑かっ過剰 とな らないようにす る。

・はたらきかけに対す る反応を じっくりと待ち,そ の反応 に対 して教師が共感や承認
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したことを適 切な言葉かけにより本児に返 してい く。その際,細 かな変化を見極め

る教師の技量 を高めること も必要であ る。

・はた らきかけの 「始めiと 「終わ り」を明確に し,本 児がサ インを出 しやすい場面

を設定す る。

・遊 びに流 されないように,本 児のペースを大切にする。

イ 小学部低学年とい うこともあ り,ま ず特定の教師 と1対1の 関係を築 くことが必要

であると考え,個 別指導に重点を置 く。

ウ 前記 に加え,徐 々に特定の教師 との関係をべ一スに個別的な配慮を しっっ,小 グルー

プ(集 団)指 導 も少 しずつ取 り入れて いく。

(5)授 業の形態等

「朝の活動」(毎 週月 ・木 ・土曜日9:20～10:00)

特定の教師とのかかわ りをべ一スに した児童12名(教 師8名)に よるグループ指導で行

う。個 々の はた らきかけにつ いて は1対1の 個別で行 う。

(6)指 導の内容

ア わ らべ歌をべ一 スに様 々な感覚にはた らきかけなが ら行 う。

イ 視 ・聴覚遊 び……児童の 目の前で鮮やかな色の布を振 ったり,顔 に掛けたりする。ま

た,パ ネルシアターを演 じる、

ウ 触覚遊 び……児童の指を順に閉 じたり,開 いたりす る。 また,顔 に触れた り,お なか

や脇を くす ぐった りして遊ぶ。

工 固有感覚遊 ひ……児童を抱 っこや膝の上に乗せた状態で,ま たシーツを使 って,前 後

・左右 ・上下に体を揺 さぶ る。

(7)年 間指導計画

年間を通 して一定の流れで行 う。上記(6)に示 した3っ の遊 びを取 り入れて,ゆ ったりと

したはた らきかけか ら,よ りダイナ ミックな働 きかけとなるように展開す る。3っ の遊び

を同時 に変え ることはせず,少 しずっ内容に変化を加える。

(8)単 元指導計画

① 単元名rわ らべ歌を使 ったやりとり遊 び』

② 単元設定の理由

わ らべ歌遊びは,歌 に合わせて様 々な感覚にはた らきかけることがで き,体 を揺 さぶ っ

たり,歌 詞 に強弱 ・抑揚 ・速度の変化を付けること もで きる。 さらに,本 児のペー スに

合わせた直接的な はた らきかけ(教 師による触刺激や揺 さぶ り,歌 いかけなど)が 可能

であ り,ま た本児の細かな表情の変化を教師が受 け止めやすいことか ら,こ の単元を設

定 した。
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(9)授 業案

本時の 鵜 の・脚 欄 ・て・・1・のす・・献 顔を向ける・ 「
ね らい ・教師の諭 嚢かけやはたらきかけに対 して,笑 顔や声を出して応える。

区分 指導内容 学習活動 指導上の留意点 本児の活動 留意点

歌rた んぽぽ」 ・歌に合わせて静 ・ リラ ッ クス で き る ・歌に合わぜて静 ・周 りの音に集中し

かに揺れる。 姿勢で参加する。 かに揺れる。 やすいように姿勢

導
・始まりか意識でき

るように,{葉 かけ

を安定 させる。

をす る。

歌と動作 ・教師と一緒に揺 ・無f'f'に身 体 を 動 か ・教師と一緒に揺 ・緊張が入らないよ

「ゆ らゆ ら タ ンタ れたり,伸 びた さ な い。 れ た4},仲 び た うにゆっくり身体

入
ン 」 りするなど身体

を動かす。

・動作模倣できる児

竜には,言 葉かけ

りするなど身体

を動かす。

を動かす。

本 ・教師の動作をま しなが ら教師か目

ね る。 の前で動作をする。

時 見る ・聞く遊び
「だるまさん」

・布の動きを見た

り,風 を感 じた

・児竜の目の前でゆ

っくり布を動かす。

・布の動きによる

明暗の変化など

・はたらきかけに集

中しやすいように

りす る。
・に らめ っ こで は し を感 じる。 姿勢を工夫 し,安

の
・教 師 と に らめ っ っか りとE]を 合わ ・歌 いか け を 聞 く。 定 させる。(後 方

展 こを す る。 せ る。 支え座位や横抱き
など)

,'、 ら

r

習

手遊び
「ここはてっくび」

・尉 旨,掌 や 指 に

触 れ る。

・掌や指に しっか り

触れる。
・目を合わせなが ら
'一,

イrつo

・手指 ,掌 や指に

触れる。

1同1回 児童の表

情の変化を とらえ,

笑顔や声が出た時
にはほめ,も う1

開 揺さぶり遊び
「ば ったんば った

ん」

・抱っこや膝の上

で揺れ る。

・揺さぶる際の姿勢

や撫れる方向.強

弱は個々の児・惣 こ
応じて変える。

・変化(縦 横や強

?it/を 加えなが

ら揺れる。

度行 うなどする。

揺 さぶ り遊びでは,

揺れが過度になら

ないように気を付

ける。

歌 「これでおしま
・歌に合わせて静 ・リ ラ ック ス で き る ・歌に合わせて静 ・周 り の}iこ 集 中 し

ま い 」 かに揺れる。 姿勢で参加する。 かに揺れる。 やすいように姿勢

と ・歌に合わせて声 ・終わりが意識でき を安定させる。

め を出す。 るように言葉かけ

を す る。

(重0)指導経過

わ らべ歌遊 びの 内容 には少 しずっ変化を加えた もの のほぼ一定の展開の中で,し か も

ゆ った りと した流れの指導を行 った。新 しいわ らべ歌遊びを取 り入れることに戸惑 いの見

られ た本児 も,何 度か繰 り返す ことによ り笑顔や発声 も徐 々に見 られるよ うにな って きた。

q1)ま とめ と課題

本児 は,日 常的に健康面での配慮が必要であ り,ま た環境の変化 に敏感である。そのた

あ,体 調や生活 リズムを整えることを基礎に置 きなが ら,指 導方針や内容及び形態 を工夫

しなが ら設定す ることにより,様 々なはた らきかけを しっか り受 け止 め られるようになり,

個別指導の場面ばか りでな く,小 集団の中で も笑顔 や発声が見 られ るよ うにな った。

しか し,小 集団での一斉指導では,全 体の流れ にとらわれて授業が進行 しがちであ った

という反省に基づいて,本 児のペースをよ り大切 にできるよ うな授業の展開を今後検討 し

てい きたい。 また,意 思の表出が不確実な本児にとっては,笑 顔や声の表 出を確かな もの

とす るかかわり(強 化 ・般化)が 十分 にで きないこともあるので,小 集 団指導の中での成

果を個別指導 に戻 して相互伝達を確実な もの とすることが今後の課題である。

一56一



2事 例n一 表現手段の確立 ・拡充をめざ した指導(② グループ)

(1)本 グループの指導における重要点

本 グループの児童 ・生徒は,重 度の精神薄弱や盲 ・ろうと精神 薄弱を重複す る障害があ

り・何が主 たる障害であるかを とらえ,障 害に応 じた配慮及び指導をす ることが大切な グ

ループである。言語は不明瞭であるが,教 師等 との コ ミュニ ケーシ ョンはなん とか とれ る

段階であ り,自 分の気持 ちや意思をよ り一般的な手段で伝えよ うとす ること,相 手の気持

ちや言葉を理解 しよ うとす ること,自 分か ら積極的にはた らきかけ ることが課題である。

そのため,表 現 ・伝達手段 としての身振 り,指 差 し,指 文字,手 話,絵 カー ド,音 声等

を確立させ るとともに,文 字 ・言葉 などの,よ り抽 象的な手段への拡充を図 ることが大切

であ ると考える。以 下,精 神薄弱養護学校(D養 護学校)小 学部の指導事例である,

(2)C児 の養護 ・訓練の個別指導計画

児童名C児(女 子) 年齢10歳(小5) 障害 精神薄弱 てんかん

身体の健康…生活の リズムは整 っている。てんかんの発作のために服薬。

児 心理的適応…発語はないが,友 達を意識 して,一 緒に行動 しよ うと積極的であ る。
童 環 境の認知…繰 り返 しの学習により,パ ター ンを身に付けてい く。学 校生活の一 日の流
の れ は大体理解 して いる。

鷲 鍵 窪:::裏講 灘 贈 自雰で塁鰻 鷺 贈織 あ騨を指示1ま理
解で き,的 確ではないが行動 しよ うとする。

指 長 ・中期 目標 … ・自分の意思をより正確 に相手 に伝え られるよ うにす る。言葉が けに対
導 して的確に応 じられ るようにす る。
目 ・基本 的生活習慣の 自立を図 るための動作 ・概念を育成する。
標 短期 目標…指示に従 って,身 近な物や動作の絵 ・写真 カー ドを取れるよ うになるU

関す る指導 において

指 ●騰 麟 欝 掛 て・生活に必要な手の操作力を高めるとともに詣 示理解や意

導 ・体育やマラソンなどの活動を通 して,動 作をまね る、一緒 に行動す る。体力を付ける
とともに,基 本的な体の動か し方を知 る。

内 ・調理や買物等の活動を通 して,物 の選択 ・交換,あ いさつ等の会話等 をする。
時間の指導において
・絵 ・写真カー ドを使 って,指 示 された物を選択 した り,欲 しい物などを意思表示 した

」 りす る・
陪果題学習での小集団指導
・先生 と言葉でのやりとりを楽 しみ,集 中 して課題に取 り組む。
・絵 カー ドなどを使 って,内 言語を増や し,コ ミュニケー ションに役立て る。

基本的な生活習慣 を身に付けるために
・マークをつける,扱 いやすい ものにするな ど道具の工夫。
・見通 しを もって行動できる環境の工夫。

(観点)・ 集中 して課題に取組み,指 示 に したが って絵 ・写真カー ド等が取れるように

な ったか。
・カー ド等を通 して,意 思表示を しようとす る意欲や態度が育 ったか。
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(3)養 護 ・訓練の位置付け(授 業研究 は 「課題学習」)

月 火 水 木1金}土

日常生活の指導(衣 服の着脱 ・排泄 ・係 り活動)① ②⑤

朝の運動④
課題学習③⑤

朝の会
②③⑤

朝の運動
課題学習

朝の会 朝の運動
課題学習

朝の運動
課題学習

朝の会
集会
集団遊び
そうじ 等

朝の会 調理
学習
0230

朝の会 歩行
学習

0

朝の会

体育

U
音楽
②③

図 工
④ X

給食指導 ・歯みが き ・係 り活動 ①③⑤

遊びの指導 ②④ X

リズム

運動④
X リズム

運動

養護 ・訓練の5っ の柱

①:身 体の健康

②:心 理的適応

③:環 境の認知

④:運 動 ・動作

⑤:意 思の伝達

灘 鑛 ………1…1……………

X

集団

遊び②⑤

X

※は、日常生活の指導 で

帰 りの会

(4)学 習指導計画

①C児 の実態(意 思の伝達 に関する内容)

人とのかかわ りを積極的に好むが,力 の加減が分か らず小 さい友達の頭を叩いた り,

無理 やり手を引 っ張 ったりす ることがある。遊びでは大人 とのかかわ りを求 め(自 分か

らはあまり遊びを見っ けられない。遊びの内容よ りも大人とのかかわ りが楽 しいよ うで

あ る。),一 緒に自転車 に乗 った り,ま まごと遊びをす る。発声は盛んであ るが,興 奮す

ると嬌声にな り,ふ だん も意識的な発声 はなかなかでないっ 指差 し,身 振 りは盛 んで,

自分の意思を伝え ようとする。簡単な指示には従えるが(ト イレに行こう,座 って,な

ど),言 葉の意味を理解 しているのか,場 面や教師の身振 り,表 情か ら判断 して いるの

か,は っきりしないことがある。

② 目標 と方針

ア 長期…内言語を増やす。 自分の意思を絵 カー ドや写真,身 振 りサ インを使 って相手

に伝え られ るよ うに した り,言 葉がけに対 して意味を理解 して応 じられ るようにす る。

イ 短期…指示に従 って,身 近な物の絵 カー ドや写真を取れ るよ うになる。緊張 しやす

いので,楽 しい雰囲気の中で リラ ックス して行われ るよ うにす る。 自信を持 って絵 ・

写真 カー ド取れ るよ うにす る。

③ 授業の形態等
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「課題学習」 週1回 月曜 日(1:50pm～2:20pm)(教 師1名 児童2名 の個

別指導)

④ 指導の内容

ア 身近な物の絵 ・写真カー ドを提示 し,指 示されたカー ドを取 る。

イ 動作のカー ド(歩 いている,走 っている,笑 っている,な ど)を 取 る。

⑤ 年間計画

1学 期………点結び,線 なぞ り,な かま集め,ひ も通 しな ど

2・3学 期……絵本の読み聞かせ,絵 ・写真 カー ド選 び,ひ も通 しな ど

⑥ 単元指導計画

ア 単元名 「なまえをた くさん覚えよ う」

イ 単元設定の理 由

C児 は友達や先生など人に対す る興味はあ り,自 分の気持 ちを伝えよ うとい う気持

ちがあ るので,よ り正確に相手に伝え られ るよ うに して いきたい。普段の生活では,

言葉で指示すると同時に身振 りで示 しているが,絵 ・写真カー ドの使い方に慣れ,自

分の動作や気持 ちの整理 を行 った り,自 分の要求や気持ちを相手 に伝え られるように

な り,自 分で考え,自 分か ら行動できるよ うに していきたい。

ウ 単元のね らい

・集中 して取 り組む。 ・教師の言葉を理解 して,絵 ・写真カー ドを取れ るよ うにす る。

工 指導内容

・身近 な物の名前を知 る。 ・絵 ・写真 カー ドを選ぶ。 ・動作の絵 カー ドを選ぶ。

オ 単元指導計画(15時 間)

・学校にあ るものや身近な物の写真を見て,指示 された ものを取 る。5時 間(本 時3/5)

・身近 な物や動物 などの絵カー ドを見て,指 示 されたものを取る。110時 間
1

・動作の絵カー ドを取る。(○ ○が○○ して いる。00を ○○ している。)一　 」

⑦ 本時 までの指導の経過

1学 期 は課題学習の時間 はひ も通 し ・点結びを中心 に行 った。ね らいは,目 と手の協

応動作,手 指をコン トロールす る力を身に付ける,集 中 して取 り組む力を付 けることで

あ る。

2学 期 は,1学 期 に取 り組んで きた内容を週3～4回 ある朝の課題学習の時間に行い,

午後の課題学習では,言 葉 に関する指導 を中心に行 うことに した。(言 葉に関す る指導

は1学 期 は学校生活全体の中で行い,特 設の時間 は設 けなか った。)

一59一



{7)授 業案

① 本時のね らい……発問を理解 し,指 示 されたカー ドを正確に取 ることかで きるよ うに

す る 。

「動 作 カ ー ド」

一

時間1rX分

② 教材 ・教具…写真,絵 本,紙 芝居

③ 授業の展開

o

1
烹7`i乏

(

cフ^

墨_

wwo
σ 〉<t5。 ,o

⑱
一 一一 ,一 一

指導上の留意点指 導 内 容 『一 「 学 習 活 動
一一

5分 導入 ・絵本の繍 か覇 寸 ・絵本の読み聞かせを聞"
・物 の 名前 を は っ き

り示す 。
一 一

20分 展開 ・写 真 カー ドを取 る。

教 室の 中 にあ る物

学 校の 中 にあ る物
・動 作の 絵 カ ー ドを取 る。

○ ○が ○○ して い る。
・ひ も通 しをす る。

一 「一 一

・5～6枚 の中 か ら写 真 カ

ー ドを2人 交 互 に取 る。

・3～4枚 の絵 カー ドの 中

か ら正 しい カー ドを2人

交 互 に取 る。
・ひ も通 しをす る ,
・玉 と ス トロー を10個 ず つ

交互 に さす。

・2人 に 見やす い位

に カー ドを 置 く。
・よ く分 か らな い日

は教 師が 動 作 を/丁

範 す る。
・まだ 一 人で はでC

な いの で,1つ

つ示 す 。

5分 まとめ ・紙芝居の読み聞かせをする一 ・紙芝居の読み聞かせを聞く。

「

、

(8}指 導経過

初めは学級や学校の中にある物を写真に撮 り,提 示 した。教室の中にあ るものは名前 を

知 ってお り,写真を見るとす ぐ実物を指差 しす るようになった。初めの頃は他児の番であ っ

て も直 ぐに手を出 していたが,他 児 と交互に取 るというルール も分か って きて,答 が分か っ

ていて も待 とうとす るよ うになった。反面,食 べ物,果 物など身近 な物の 名前 はよ く知 ら

ないことが明 らかになったが,そ の原因は,経 験不足か らとも思われ る。主語,述 語か ら

なる簡単な動作の文 はかなり理解(主 語 はいっ も同 じとす る)し ているので,今 後は,主

語 を変えたり,「00を00し てい る」という目的語 と述語の文なども増や してい きたい。

(9)ま とめと課題

本児は,友 達 にとう接 して いいか,ど う表現 していけばいいか,な どが分か らず乱暴 な

態度を とって しまった り,で きないことがあると途中で投 げ出 して しまうこと もまだ多い。

考えたことや要求を整理 しなが ら,表 現を含あた行動全体を整理 させ ることが今後とも大

切であ り,カ ー ド学習はそのために有効であ ると考える。 また,カ ー ド以外の 手段での意

思の伝達に関 して,ど の様な形で 自分の気持ちを相手 に伝えてい くか,ど うい う方法が一

番相 手に伝えやすいか,な どを探 ってい く必要がある。

.1



3事 例 川一心理的適応 ・対人関係の改善 をめざ した指導(③ グループ)

11)本 グループの指導における重要点

本グループは 「対人関 係が もちに くい」児童 ・生徒たちである.知 的あるいは身体機能

的障害に比べて対人関係 における自己表現,自 己表出,相 手のサ インの正 しいキャ ッチが

で きないため,好 ま しい対人関係が持てないでいる。 このため,次 の ことを特に配慮 して

指導す ることが大切であると考え る。

① 児童 ・生徒の学校生活,家 庭生活,生 育歴 などを詳細 に把握 し,対 人関係が持 ちに く

い場面,理 由,時 期等を的確 にっかむ。 それを基に,特 定の人 とのかかわ りを育て,定

着させることを通 して心理的に安定 し,自 分の気持 ちを自分で表現で きるようにさせ る

ことを当初の指導のね らいとす る。

② 対人関係が スムースに もてる場面や状況を検討 し,教 師 との信頼関係,伝 達の意欲の

高まりを培 う中で,長 期的な展望を もって指導を進めてい く、

③ 指導による児童 ・生徒の変化を具体的につかみ,励 ます とと もに,教 師だけでな く,

友達や周囲の人との対 人関係 も拡げ られるような指導を継続 して行う、、

以下,小 学 校心身障害学級(F学 級)の 指導事例であ る。

(2)E児 の養護 ・訓練の個別指導計画

児童名E児(男 子>f齢8歳(小 ・3]=濡 精神編 璽=コ

児1

募

轟 意思の伝達

身体の健康………健康で病 欠はほとんどない,尖 足歩行。
心理的適応………集団で も個で も担任の視界内な ら安定 した生活が送れ る。担任がいな

い状況が生 じると泣 き叫ぶ なとしている。

運動 ・動作………動作の模倣は不完全で,手 ・指 先の操作性が不十分である。

言語 や文字(ひ らがな ・カ タカナ)を 介 しては可能だが,状 況 によっ
ては使えない場面 もある、、

指
導
目

長期目標

短期目標

本児の周囲の人 々と相 互に意思を伝え合い,よ り豊かな生活がで きるよ
うになる。

心理的安定を図 りなが ら,担 任か らはなれて過 ごす ことがで きるよ うに
なる。 クラス内の友達 とのかかわ りを円滑 にす る。

・毎 日の マ ラ ソ ン ,山

指 ・教 科学 習 を通 して ,
導 ・基本的生活習慣の定

内 チ リ紙の常備等を点

容 ・係 活動 ,そ う じ,給
活する力を身に付け

指
・校 内 の先生 ・職員 ・

導 りの場 を設定 してい

方 はか って い く。担 任

法 慮 して い く。
● ・教科学習において意

形 ※養護 ・訓練 という時
態 してい る。

評
・担任以外の人とのか

・友達 と楽 しく言葉が
_一 一 一 　 一

山登り,歩 行訓練等を通 して,体 力 ・気力を養 う。
よ り広い外界とのかかわりを持っ ことや,疑 似体験をす る。

・基本的生活習慣の定着を図るたあ,朝 の会で毎 日服の着方,洗 顔,排 便,ハ ンカチ ・

等一 日の学校生活を自主的に取 り組み,自 信 を持 って生

・校内の先生 ・職員 ・他 クラスの児童の協 力を得て,伝 言 ・おっか い ・友達 とのかかわ
りの場 を設定 してい く。 これ らの ことを通 して生活の中に自信を もたせ心理的安定を
はか ってい く。担任 とのかかわ りだけか ら,い ろいろな人との交流がで きるように配

・教科学習において意思の伝達の場 を設定 し,改 善を図 ってい く。
※養護 ・訓練 という時間は設定 していないが,学 校生活全般を通 して個への配慮を常 に
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(3)養 護 ・訓練の位置付け(授 業研究 は 「体育」の授業)

月 火 水 木 金 .上

全校朝会 朝の会 朝の会 朝の会 全校集会 朝の会

i

校時

体 育
①④b 音 楽

②④⑤b

学 習
⑤b

体 育
①④b

学

級

園

(3)

b

調

理

実

習

③⑤
b

2

校時

学 習

QQr)a l/嵩⑤習a
3

校時

生 活

単 元

②③b

作 業

②③b

歩

行

訓

練

①③b

・1=.㌔・・、㌔・.㌔w.・ ・.

図 工

②③b

作

業

曾

買
物
3U
b

一

4

校時

給食 ①b

そ う じ そ う じ

b

そ う じ

5

校時

生活単元
②b ・授業の形態……a:グ ル

・養護 ・訓練の5つ の柱

①:身 体の健康 ②:心 理

認知④1運 動 ・動 作

6

校時

クラブ

②⑤

クループb:全 体

③:環 境の

⑤:意 思の伝達

㈲ 学習指導計画

①E児 の実態(意 思の伝達に関する内容)

常同行動があ り,状 況の変化 に対 して適応能力が弱 く,パ ニ ック状態 になることもあ

る。大人 ・友達に関係な くスキ ンシップは苦手と して いる。大人との言語による意思の

伝達 は,か な り可能で正確な ものである。 しか し,友 達か らの話 しかけに対 しては,泣

いて しまう程拒否の反応が 見られたが,少 しずっ改善 されて いる。意図的に友達 とのか

かわ りの場を設定 して来たが,相 手の顔を見 ることはで きない。本児の表情 も暗 くな り

がちである。

② 指導の方針

この ような本児の実態を踏 まえ,体 育の授業においては,本 児が最 も得意 とす る運動

種 目(野 球やサ ッカー)や 活動 を全体で取 り組む ことにより,ス キ ンシップの場面を多

くしたり,友 人とのかかわ りの場を計画的に取 り入れ,一 緒 に活動す る,相 手 と息を合

わせる,協 力す る,話 し合 う,な どの活動を通 して,友 達関係の改善を図 ることとする。

③ 年間指導計画

一 学 期 二 学 期 三 学 期

内

容

・マ ラ ソ ン(1曲)

・タイヤ 引 き ・平 均台

・ろ く木 登 り と渡 り

・けん す い ・おん ぶ

・マ ラ ソ ン(2曲)

・タ イ ヤ 引 き ・お ん ぶ

・野 球

・マ ラ ソ ン(3曲)

・ 〈マ ラ ソ ン大 会 〉

・タ イ ヤ 引 き ・お ん ぶ

・サ ッカ ー
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④ 本時の指導

ア 場所…体育館 イ 指導時間…木曜 日第2校 時

ウ 授業の形態等

「体育lF学 級一斉指導 児童数5名(男 子3名 ,女 子2名)指 導者数2名

工 本児のね らい

① 相手を意識 して,話 し合いや一緒の活動がで きる、,

② ゲームや遊 びのルールを知 る。

オ 展開

学 習 活 動 教 師 の 働 き か1

導 (本 児へ) (全

入
5

分

・班 長 が整 列 させ て 体育 館 へ移動 。

用具 準 備(カ ラ ー コー ン,タ イヤ,

テ ー プ等 を 各 自準 備)

・担 任 は

よ り移
・準 備 の

体操 ・マ ラ ソ ン ・友人 を乗 せて タイ ・ ス ピ ー

タイヤ引 き ヤを引 くよう言葉を ・声か け

展 ・おんぶで前進 か け るn ・安 全 確

相手きめ ・相手の顔をみて話 ・相談 し
・自分の や りた い相手 を決 あ る。 しか けるように言葉 めるよ

開
・相手 に 了解 を得 る。

二 人組 で キ ャ ッチ ボー ル
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(4)ま とめと今後の課題

入学 当初は,担 任以 外とのかかわりを一切拒否 し,担 任が見えな くなるとパニ ック状態

になることが多 く,教 室等か ら離れ ることがで きなかった。 日常生活の指導 においては,

係の仕事 と して,担 任の指示 に したが って,他 の教室等におっかいにい くことがで きるよ

うにな るなど,大 人に対 しての関係 は改善 されっっ ある。体育等の学習におけ る他児 との

関係 は,教 師がいる場面では,徐 々に言葉をかけあ う段階 まで改善 されつつあ る。

このような本児の対人関係の問題 は,心 理的,身 体的に距離を置いた母親の養育態度が

原因の一つ と考え られた。 しか し,入 学以来の本児の成長に ともな って,母 親はその成果
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等を客観的に認め られるよ うにな って きて,指 導の積み 重ねの 大切さを実感 し愛情を傾け

るよ うにな って きた。以上 のような指導の経過を通 して,E児 に対す る指導の今後の課題

を次のように考える。

① 本児の対人関係の問題が早急 に改善 されることは難 しいが,担 任か ら離れて他の大人

への働 きかけはかな り広ま っているので,こ れをさらに継続 し多 くの人達 とのかかわ り

を拡げ る指導を進めてい く。

② 友達 とのかかわ りは大人(主 に担任)を 介 してのみ安定 してい る。本児 に対す る他 児

か らの働 きかけは,大 人の 目か ら見て も 「か らか い相手1と して映 ることが 多 く,本 児

にと って避けたい関係 と言え る。今後は,他 児にE児 の思いを担任が代弁す ることによ

り,E児 自身が好 ましいと考え る 「他児か らの働 きかけ」が可能 となるよ うに指導 した

い 。

また 「体育 」の授業における 「野球」に本児は興味 ・関心を強 く持 ってお り,家 庭で

の父親 とのキ ャッチボールを通 して野球が上手になりたいとい う意欲 もある。(こ れ は,

「一塁に行 きたいな」とい う言葉,「 アウ ト」「試 合終 了」とい う野球用語 を使 うときの

表情か らも十分伺 い知 ることがで きる。)野 球が得意 なE児 とい うイメー ジが育 ってい

けば,他 児の本児に対す る見方 も変わ って くると思われるので,本 児の得意 とすること

が さらに伸ばせ るよう指導 してい く。

③ 障害の有無 発達段階の違いにかかわ らず,親 子の絆の強 さは子供の心 を安定 させ る。

両親,特 に母親 との関係は,E児 の成長にとってマ イナ スに作用 していると思われ るJ

しか し,母 親の育て方や対応を早急に変えさせよ うとすることが,今 プラス作用に働 く

とはとて も考え られない。心身障害児を育て る親の苦 しさ辛 さを共有 しなが ら,担 任が

親子共に成長 して ほ しいと願 う気持 ちで,精 神的に支えてい くことは重要であろう。

N研 究 の ま とめ と今後 の課 題

本研究で は,各 研究員の事例の様 々な課題か ら,養 護 ・訓練の 「意思の伝達」に絞 り,そ

の指導の在 り方 について研究 した。研究を進め る上では,昨 年度の まとめを受け,一 人一人

の課題への対応 に主眼をおいた指導のあ り方を追求す るため,同 じような課題によって,三

つの グループに分けて,「 意思の伝達」の指導 における基本的な考え方を検討 した。

この考え方を全体で報告 ・整理 し,① 実態把握,② 指導計画,③ 指導内容,④ 指導方法に

ついて,共 通理解を図 った。特に,ど の ケー スにおいて も一人一人を尊重 した指導をす るに

は適切な実態把握が重要 と考え,時 間をかけて検討 した。 この中では,生 育 ・教育歴や発達
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診断等の基礎デー タとともに,伝 達 の相手 ・内容 ・方法等の 貝体的 なデー タと表現 され た行

動や 言葉の意味 ・内容につ いての分析の重要1生が共通理解 された、,

児童 ・生徒は,ど のよ うに障害が重複 し,ど んなに重度であろ うと も,自 己の意思をサ イ

ン ・身振 り ・音声 ・言葉 ・パニ ック等の方法を用いて表現 しているという見方を基本と し,

指導 者として大切な ことを以下の4点 にまとめた。

① その表現 を受容す る態度 ・心構えを持っ こと。

② 児童 ・生徒との信頼関係(共 感関係)を っ くり,よ りよい意思 の相互伝達を図 る場を設

けること。

③ 共感関係の輪を広げることをあざ し,対 人関係の基礎 となる心理的安定や伝達の方法や

能 力を高めることを目標 とす ること。

④ 障害の状況や発達段階に合わせ た表現 力を引 き出す指導を 工夫す ること。

適切な実態把握に基づ く,指 導計画の作成 と指導については,3グ ループのそれぞれの ま

とめか ら総 合的に考察すると,次 の2点 が明 らかにな った。

① 「意思の伝達」はこれ一っのみの領域で独立 して指導することは不可能で,健 康面 ・機

能面等の身体の状況や,心 理的な適応状況,環 境の認知がどの程度な されているか等 多面

的 に捉えなが ら進めてい く必要が ある。

② 特設の養護 ・訓練の時間における指導のみでな く,学 校教育全体の中で系統的 ・計画的

に指導が行われ ることで,よ り効果を上 げることがで きる。

また,児 童 ・生徒のわずかの変化で も実態の変容 と して捉え,そ の都度部分的 な細か い評

価を行い,次 の 目標 ・指導に結 びつける。 この実態把握～指導～評価の フィー ドバ ックを繰

り返 し行 い,一 人一人に対応 した的確な指導に してい くことが重要 であ る。今後の課題 と し

ては最終的な評価にっ いて さらに検討 し,よ りよい在 り方を探 っていきたい。

この研究を通 し,私 たちは様 々な課題を抱える児童 ・生徒一人一人が,よ り豊かに生 きる

ための基礎的な技術 ・能力を培 うことを 目的 とするのが養護 ・訓練であ ると捉えた。研究を

進め るほどに,障 害の重度 ・重複化,多 様化の傾向にある児童 ・生徒の意思の相互伝達の重

要性 と指導の奥の深 さに気付 き,短 期間での まとめの難 しさを感 じた。 また一方,具 体的指

導場面においては,一 人一人の個性 も課題 も千差万別であ り,学 習 グループを編成す ること

の難 しさがあ る。 しか し,個 別 ・集団双方の指導の場 を設ける必要があ り,教 育活動全体で

構造的 ・系統的にいかに指導 して い くことな ど,「養護 ・訓練 」の教育課程上の位置付 け,

指導内容 ・方法をさらに検討する必要があることを再認識 した。
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